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特集 『国家・音楽J

「君が代」を考える

鎖国をしていた江戸・日本に、国旗・国歌は必要なかっ

た。それらは、国家というものの相対性(並立)を認めた

うえで、自国の国家としての絶対姓を表現するための、象

徴だからである。

幕末から明治の混乱期に、洋式の軍楽が導入され、日本

の近代音楽史がスター卜した。「君が代jもあわてて作ら

れた。国民に相談しているひまなどなかった。

以来、 l世紀あまり、君が代は国歌として使われてき

た。平成 11年には、国旗・国歌法が国会で成立した。敗

戦を境に、日の丸 ・君が代に対する異論が高まったが、た

とえば赤旗やインターナショナルをそれに代えようとは

誰もまじめに考えなかった。

国旗と国歌はワンセットのものなので、まず、これらが

どういうものなのか整理しておこう。

まず、国旗。国家や国民は、目にみえない存在である。

それを、目にみえる形(象徴)に表現するものが、国旗で

ある。国旗はただの旗(布きれ)だが、国家や国民に対す
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に演奏される。国歌によって、国ならびに国旗に対する敬

意を表現する。

どの国家も国旗・国歌を持つ。そして互いに敬意を払

う。これが、 19世紀このかた、国際社会のルールという

ものである。民主主義国家だろうと独裁国家だろうと、こ

のルールに従ってきた。日本も国家である以上、これに従

うのは当然のことである。こうした国際社会のルールを、

学校教育の場で教えるのは自然だし、必要なことであろ

う。ただし、国旗や国歌に対する敬意は、政府が指図して

教え込む性質のものではない。学校ごとの自発性に任せ

るのでなければ、なんの意味もないことがらだ。

ではなぜ、日本の国旗は日の丸、国歌は君が代でなけれ

ばいけないのか。

日の丸、君が代でなければいけない理由はどこにもな

い。主権者である国民がそうと決めれば、どんな国旗・国

歌でもよい。これが日本国憲法の原則である。

ただしこれを逆に言えば、日の丸、君が代でいけない理

/ るように大事に扱う。これが、国旗に対する「敬意」の原 由もない。

点である。 そこで、ここから先は議論が分かれる。いっぽうでは次

つぎに、国歌。国歌は、国旗を掲げて儀式を行なうとき のように言う人びとがいる。
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①日の丸、君が代は、侵略戦争を戦った大日本帝国の象

徴だ、った。

②そのような歴史に汚れているので、日本国の国旗・国

歌として適当でない。

もういっぽうでは、次のように言う人びともいる。

③日の丸、君が代は、慣習上、日本国の国旗・国歌とし

特集 「国家・音楽j

それを言うなら、君が代(の歌詞)も罪がない、と私は

思う。

もともとこの歌詞は、 『古今和歌集jに載っていた古い

恋歌だ‘った。のちに 『和漢朗詠集』に収められる際、その

一部が変わったもの(わが君→君が代)を、明治のはじめ

に国歌とした。君=明治国家の主権者天皇は、元歌の「君」

て定着してきた。 を読みかえたひとつの「解釈Jなのである。

④法律で、日の丸、君が代が国旗 ・国歌であると決め それなら、君が代の歌詞はそのままでも、それをまた別

れば、もっと定着する。 に解釈して、君=日本国の主権者国民、とか、その統合の

日の丸、君が代をめ ぐる議論はだいたい、①+③対

②+@)の対立のかたちになっていた。これに対して私は、

①も②も事実だから認めるが、③、④のようには考えな

い、という立場をとる。

③は、日の丸=国旗、君が代=国歌、という慣習が成立

しているという意味である。日の丸、君が代への反対は根

づよいが、代わりの国旗、国歌が真剣に提案されたこと

はない。代わりがなければ、慣習はくつがえらない。

考えてみれば当たり前のことだが、日の丸に反対し君

が代を拒否するだけで、日本国民としての主体性を組織

できるわけではない。日本国民としての主体性がなけれ

ば、新しい国旗や国歌を制定できない。②のように主張す

るだけだと、ただのアナキズムである。

いっぽう③は、慣習よりも制定法のほうが重いと考え

ているようだが、その反対ではないだろうか。制定法は、

議会で政権与党が多数を占めれば、作りだせる。それに対

象徴である天皇、とかの意味にとればよい。いま君が代を

歌う国民は、そう思って歌っているのではないだろうか。

二人称の「君Jはわれわれ国民の意味にならないから不

満だ、との声もあろう。しかしたとえば、君が代→我らが

代、と変えてみれば、歌詞全体は倣慢なエゴイズムに変わ

ってしまう。一人ひとりは有限な命しかない国民が、むし

ろ「君」という二人称に託して、自分個人と公的な共同社

会、国家との結びつきを歌う。そこには、自分ひとりでは

完全な生をまっとうできない、この世界のあり方を写し

た真実があらわれているのではないか。

日の丸、君が代がこのようなかたちで議論になるのは、

戦後日本の抱える罪責感(ギルティー・コンシャス)に触

れるからである。日の丸、君が代がよくないもののように

して、慣習は、意思して作りだせるものではない。そこに 思えるのは、日本国民が、日本国の成り立ちを、心の底か

は、国民の暗黙の合意(集合意思)が宿っているのである。

このほかにも、日の丸と君が代を区別し、 Bの丸はただ

ら納得していないためだ。

大日本帝国の正統な後継国家である日本国の、主権者

(当事者)であるという自覚を持つこと。大日本帝国との

連続性を、歴史の負の遺産もろともに引き受けること。軍

部や天皇や責任のある誰かを見つけ、非難することで罪

の旗だから罪がないが、君が代は歌詞(意味)があるから、 責感を解消しようとするのではなく、むしろその罪責感

国歌としてふさわじくない(歌詞を変えるべきだ)とい をバネに、日本国の統治能力(民主主義の実質)を高める

う意見がある(たとえば、加藤典洋氏)。 ことに全力を注ぐこと。一一こういう課題を、日の丸・君
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場で異常なことが、大学ではまかり通って

いるのでしょうか。

入試では高校までの学力を測れるが、大

学で専門教育を受ける適性があるかどうか

まではわかりません。適性を伸ばし、将来、

専門分野で、やっていけるかどうかは、大学

が入学後の成績によって判断するほうが確

実で、合理的なのです。

学

生

満

足

度

大学設置基準は障害
幾すぐに廃止せよ

学生定員を廃止して入試をなくすことに

よって、一部の大学に学生が集中するので

はと心配する声がありますが、次のように

すれば対応できるでしょう。

まず、大学はそれぞれが果たす役割を明

確にすべきです。世界最高水準の科学者の

養成、企業でビジネスの一線に立つ人材の

輩出、地域の文化に貢献する人材育成、な

どです。そのために、求められる基礎学力、

適性は違ってくるので、学生が一部の大学

に集中することはありません。

また、入学者を適当に配分する方法とし

て奨学金の活用があります。成績に応じて、

学費の一部または全部を大学側が還元する

システムです。学生にランタをつけて入学

許可を通知する。第1志望は全額面己負担、

第2志望は学費半額免除、第3志望は学費

全額免除という通知を受ければ、第2、第

3志望も魅力的な選択肢となります。

号れでも収容しきれないほど学生が集ま

った場合、最初の半年聞は通信教育にし、

半年たったと ころで、期末試験を実施して

成績が基準に満たない学生は転校させても

よい。順に並べ、教室からはみ出した学生

は退学(転校)させるわけです。

以上のような方法をうまく組み合わせれ

ば混雑を防ぐことができるし、実際、アメ

リカなど諸外国でうまく機能しています。

学生定員を緩めることで、学生が大学を
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選択する幅が広がります。人気のある大学

とそうで、ない大学がはっきりします。ここ

で教育・研究の中身で勝負しようという競

争が始まります。大学問で公正な競争を行

うためには、国立と私立の条件の差を小さ

くすることも大切です。そのために、国立

大学は国家公務員法の枠を取り払って独立

採算性にするなど、私立大学と対等の立場

に近づけなくてはなりません。都道府県に

1国立大学という政策は、大学教育の普及、

大衆化、低学費政策など高度成長時代のも

ので、すでに歴史的役割は終えました。

独立行政法人化による国立大学の整理統

合もやむを得ないでしょう。私学と対等な

立場となって、はじめて公正な競争が行わ

れ、人気がある大学が評価されるのです。

大学の人気は教員の質の高さにかかわっ

てきます。そのために派遣制、任期制、公

募制など採用を多様化して、教員の能力向

上を図ることが考えられます。派遣制のア

イデアを説明しましょう。教員は「教員派

遣機構Jのような組織に所属して基本拾を

保障される。そして、 各大学の招きに応じ

て教壇に立つ。授業になにも工夫がなく学

生から制面されなければ、次のお呼びはか

からない。教員はかなり努力します。任期

制、公募制はすでに一部で始まっています。

文部省から大学問題について多くの改革

案が提示されていますが、どれも期待でき

ません。大学設置基準が金科玉条とされて

いますが、塾や予備校には設置基準などな

くても、生徒や親から進学実績という厳し

い評価にさらされています。大学設置基準

はとくに諸外国の大学との交流で単位互換、

人事交流を進めていく上で障害が多い。そ

んな設置基準はすぐに廃止すべきです。

これまで述べてきたようなアイデアを国

民がどんどん出し合って、教育改革を進め

なければならない。文部省や大学に任せて

はだめだと、私は考えています。
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1!神田外語大

21京都外国語大

3|東北薬科大

4|東京外国語大

5|国際基督教大

麗津大

7|大阪外国語大

8北里大

9 東京理科大

101神戸市外国語大

1I1津田塾大

12杏林大

13愛知県立大

141東京女子大

151広島女学院大

16上智大

17濁協大

1BI小樽商科大

19'1神戸女学院大

'東京工業大

211東京電機大

1名城大

23南山大

24北星学園大

251岡山理科大

群馬大

長崎大

28大阪大

29東北大

30京都女子大

311関西外国語大
『同志祉女子大

33北陸大

34岩手大

京都橘女子大
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大学 評価点 大学 評価点評価点

4.67 筑波大

4.52 東京工業大

4.48 31久留米大

4.45 41国際基督教大

4..32 5東京大

4..32 6北里大

4.31 東北薬科大

4.25 8|東京農業大

4.23 9|静岡県立大

4.2101愛知淑徳大

4.18 111東京国際大

4.10 121大阪学院大

4.03 131立命館大

4!0241神戸学院大

3.91 51日本福祉大

3.88 161慶慮義塾大

3.84 17東海大

3.<82 18上智大

3.77 19大阪大

3.77 杏林大

3]6 21岡山理科大

3.76 221武庫川女子大

3.74 23麗津大

3.72 24九州産業大

3.71 徳島文理大

3.71 26群馬大

3.71 東北大

3.70 2g名古屋大

3.67 29玉川大

3.62 I!鳥取大

3.60 31大正大

3.60 32徳島大

:3.5'9 33神田外語大

3.5'8 東京都立大

3.58 351東京家政大

3.77|大阪学院大 1 4.50 

3.77 21桃山学院大 1 4.45 
3.75 3|名古屋外国語大 1 4.35 

3.74 4|麗津大 1 4.32 

3.65 5|東京都立大 1 4.29 

3.64 6|九州産業大 1 4.28 

3.64 7|東海大 1 4.26 

3.63 8|筑波大 1 4.23 

3.61 9|松山大 1 4.17 

3.59 101武庫川女子大 1 4.16 

3.58 111関西大 1 4.10 

3.57 121関西学院大 1 4.09 

3.56 '131京都産業大 1 4.08 

3.53 141同志社大 1 4.03 
3.52 広島修道大 1 4.03 

3.50 I61静岡県立大 1 4.00 
3.47 東京国際大 1 4.00 

3.46 181愛知学院大 1 3.99 

3.4'5 I91中央大 1 3.97 

3.45 201福岡大 1 3.96 
3.44 立命館大 1 3.96 

3.43 221成践大 1 3.94 
3.42 231同志社女子大 1 3.92 

3.41 241岡山理科大 1 3.85 

3.41 龍谷大 1 3.85 

3.38 a61神戸学院大 1 3.84 

3.38 広島大 1 3.84 

3.37 28|北九州大 1 3.82 

3.36 291甲南女子大 1 3.81 

3.36 中京大 1 3.81 

3.35 311東北学院大 1 3.80 

3辺 321大東文化大 1 3.78 

3.31 331甲南大 1 3.74 

3.31 341関西外国語大 1 3.71 
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『有識者から寄せられた教育のあり方に関する意見J p.193-194 

内閣官房内閣内政審議室教育改革国民会議担当室 2000.5

♀000一之 一 (さ)

橋爪大三郎

(東京工業大学大学院教授)

「教育百年の計J

私は昨年、社会経済生産性本部が教育に関して発表した提言『選択・責任・連帯

の教育改革』をとりまとめる作業に参加し、堤清二氏との共編著で問題の書物を勤

草書房より出版しました。そのなかで詳述した改革プランの精神にもとづき、以

下、お尋ねの 4点について、私個人の考えをのべます。

(1)教育の基本理念

教育は、前の世代が後の世代に、知識・規範・行動様式など文化を継承させて、

社会を再生産する営みと考えられます。これは、人類社会に普遍的な営みです。

近代の教育は‘このうちとくに知識の継承を、親(家庭)の委託のもとに、教師

(専門家)が、学校という場で、集団的に行なうものです。学校教育は、その時代の

社会の要請に応じて、内容が変化します。

わが国の現時点で、学校教育に求められるのは、人間一人ひとりの多棟な生き方

を、承認し支援する場となることです。ある特定の価値を前提とし、型にはめ、画

一的な訓練をほどこす従来のやり方をやめて、一人ひとりの違いを承認し、めいめ

いに合った教育サーヴィスを提供するべきです。これは、なんでもありの価値相対

主義を意味しません。さまざまな価値を学び、認め、承認しあう積極的な態度を意

味します。

自分がひとから尊重されるために、自分もひとを尊重する。これが人権の基本で

す。よく知らない人同士でも、うまく社会をつくって行ける、市民としての行動様

式を身につけること(社会性)が、教育の理念として重要になります。 r選択・責

任・連帯Jは、こうした社会性をあらわす、キーワードです。

(2) 学校・家族・地域社会・生涯教育i三ついて

わが国の大部分の地域では、地域社会、i(昔ながらの村や町)が解体しています。

また、家庭の教育力も低下しています。

場所的なつながりにとらわれない、新しい親たち(家庭)のネットワークが必要

です。そのための核が、学校になります。

親たちのつながりは、ほっておくと、公園デビューのようなよそよそしいものに

なり、孤立を深めるばかりです。協力しあう動機、責任と権限を与えて、親たちの

主体性を育てることが大切です。

.そのためには、学校を運営する主体を地域に任せることが大事です。学区制をな

くし、親と子どもが相談してどの学校に通うか決める。校長に学校の経営を任せ、

人事・予算・カリキュラムの決定権を与える。校長を監督するため、学校理事会を

設ける。 このようにして、学校・家族・地域を有機的に再編成するのです。

このように、学校が地域の核となれば、学校に常時大人たちが出入りし、生涯教
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育の場としても新たな役割を果たせるでしょう。

(3) r個Jと「公Jについて

人聞が個人であることと、公共的であることは、対立する関係にはありません。

自立|した個人同士が、互いの役割を取り決め、社会をつくることが「公共性Jで

す。

戦前の日本は、個人であること(私)を犠牲にして、国家(公)のためにつくす

ことが国民の義務だという教育を行ないました。この誤った教育の影響で、いまで

もそのように考え、教える教師が少なくありません。もしもそのように考えるな

ら、 「公Jを考えることは努力目標であって、損なことだという意味になり、反対

の効果を及ぼします。

個と公共の関係は、教室で教えるものではなく、学校の組織原理を通じて理解す

べきものです。学校が個々の児童・生徒を個人として尊重し、教師の自主性を尊重

し、学校をきちんと運営すれば、子どもたちは、社会はそのようであるべきだと考

えるはずです。個々人がよりよく生きる可能性を真剣に追求するところから、公共

性が始まることを、学校の場で体得すべきなのです。

~4) 教育改革を具体的にどう進めるか

日本の学校教育は、明治政府の手によって上からの改革として進められ、大きな

成果を収めました。これは、後進国の近代化として仕方がないことでした。しか

し、日本人はこの経験がしみついているため、国家が教育に責任をもち、政府が改

革の主導権を握らなければならないという発想から抜けられなくなりました。

政府の主導で改革を進めると、教育改革は失敗します。なぜなら、そうした改革

の進め方自身が、親や子どもの無力感を増幅してしまうからです。政府の進める改

革は、結局、関係団体の利害調整に終わってしまい、いちばん肝腎な親や子どもた

ちの声がとどかない結果になりがちです。

政府の役割は、教育改革の根本的な方向、たとえば、学校の教育力を高めるため

に、規制を緩和する、高等教育を立て直すため、大学入試を廃止する、大学の研究

費などの配分を競争原理にゆだねる、をはっきり示すにとどめ、具体的な改革はで

きるだけ、さまざまな関係者の自主的な努力に委ねるべきです。文部省が教育行政

から一切手を引くぐらいの覚悟がないと、国民の主体性を引き出して、真の改革を

なしとげることはむずかしいと思います。
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東アジアにおける民主主義の展開

一一21世紀の中国・台湾・香港関係を軸に一一

代表研究者東京工業大学大学院社会理工学研究科教授橋爪大三郎

共同研究者香港中文大学高級研究員金 観 清

国 策 研 究 院 執 行 長 鄭 教仁

4口A 湾 大 学 教 授張 豊栄

清 撃 大 学 mu 教 授劉 求賓

〔研究の概要〕

1980年代はアジア四小能と呼ばれる国々がめざましい経済成長をとげたが、同時に、 1990年代にかけてはフィ

リピン、韓国、台湾で政治システムの変動(民主化)がみられた。経済成長は日本を原点とする雁行体制で説明

されるが、同様に、民主化も日本を原点とする玉突き関係として説明できるのではないかというのが、本研究

の出発点である。本研究では、特に台湾の民主化の過程を詳しく追いかけ、日本統治時代の国民形成、アメリ

カの影響力、地方選挙の経験、プレーン集団による政策形成が、民主化をなめらかに生み出すための要因であ

ったことが判明した。この知見をもとに、将来に予想される中国の民主化、北朝鮮の民主化について、いくつ

かの示唆と仮説が導かれた。

〔研究経過および成果〕

1.日本近代化の経験

東アジア諸国のなかでもっとも早い時期に近代化

をとげ、民主的な選挙を実施した日本の近代化のプ

ロセスを、他の国々のプロトタイプとしてまず考察

した。日本の近代化において重要な役割を果たした

のは、日本的に変形された儒教の正統思想(尊皇論)

で、それが地方分権l的な幕藩制にかわり、天皇を中

心とする国民(臣民)の形成をうながしたのはなぜか

を詳細に考察した。ここから導かれるのは、国家が

世俗の機構ではなく、神聖な献身の対象となるとい

う特質であり、民主主義と議会政治の機能不全をも

たらした。

2.台湾の民主化

台湾は、日本統治市の 50年間、日本の皇民化政策

のもとに置かれた。 1945年、日本の敗戦とともに国

民党政府の支配下に入り、 1949年、中華人民共和国

の成立とともに允陸から切り離されて、今日に至っ

ている。この問、 [947年には二・二八事件が起こり、

対国民党の暴動をきっかけに l万人以上の台湾の知
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識人が逮捕・処刑されている。

このため台湾の民主化は、外省人の国民党政権に

対する本省人の権利回復と、台湾人としての国民形

成を目指すことになった。国民党は事実上、唯一の

合法政党であったので、民主化は「党外人士」の地

方選挙運動として始められた。この時期に活躍した

民主運動家数名に、台湾でインタヴューを行なうこ

とができた。彼らによれば、 1)民主化運動は自然発

生的で、大多数を占める本省人の台湾すショナリズ

ムによって支持された。 2)地方選挙の複数立候補制

が、民主化の大きなチャンスとなった。 3)アメリカ

の影響力が、重要な役割を果たした、 4)民進党は、初

期の民主化運動を基盤にしながらも、既存の政治家

や利害集団が入り込み、改革勢力としての信頼性を

問われている。

いっぽう、李登輝総統のもと、国民党の改革と新

しい台湾政策を推進している政策プレーンの人びと

(総統国策顧問クラス)複数ともインタヴューを行な

うことができた。彼らの証言によると、1)国民党の

改革(永年議員の退職と国民党の台湾化)は、 1980年

代の後半から、少数のブレーンによって慎重に準備

された。 2)その主力は、アメリカで学位をとった政

治・外交・経済の専門家であった。 3)国是会議で台湾

の将来像が討論された時点で、改革プログラムはす

でに完成していた。

台湾の民主化がスムースに実現した背景には、台

湾の歴史の独自性(本省人が必ずしも自分たちを中

国人と考えていないこと)があげられる。こうした

事情は、日本統治の遺産とも考えられ、今後の台中

関係を占ううえで、無視できない要因である。

3.香港の経験

香港の特徴は、英国の植民地として一世紀にわた

り、 イギリス法の支配のもとに置かれてきたことで

ある。香港で取材した印象では、人びとのイギリス

法に対する信頼は厚く、復帰後の混乱を、「イギリス

人が百年かかって築いた制度を、中国人は一年で壊

してしまう」と、皮肉|に表現していた。香港の民主

制、言論の自由は中国にとって目障りであるが、「一

国二制度Jを掲げた手前、やみくもに内政干渉する

わけにも行かず、手をこまねいている実情がある。

4.中国の民主化

中国では、市場経済への移行と国有企業改革、特

に「単位Jの解体が進みつつある。この結果、近い

将来、共産党統治の正統性が問われることになろう 。

政権の安定と存続のためには、共産党みずからが段

階的な民主化を掲げる必要があり、そのために台湾

(国民党)の民主化の過程を注視しているものと恩わ

れる。

1990年代の後半から中国で顕著なひとつの動き

はL地方lの町村レヴェルでの民主化(複数候補による

首長選挙)である。地方の自治体は、事業を経営し賦

課金を徴収するなど、住民の利害と密接に関連して

おり、住民の関心も高い。また当面、中央の政局に

与える影響も小さい。地方選挙の実施は台湾の場合

と同じく、選挙民の政治意識を覚醒させ、数十年の

後には国政レヴェルの民主化を実現させるだけの潜

在力を蓄積させよう。将来をにらんで‘地方選挙を

推進しているグループが共産党の中央1内部に存在し
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ている。

中国の知識人たちとさまざまな機会に意見を交換

し、つぎのような見解が最大公約数であると判断で

きた。1)中国の政治的安定と統ーが最優先である。

2)市場経済と改革開放、中国の現代化は妥協せずに

進める。 3)国内に大きな発展格差を抱えており、急

激な政治変革はさけるべきだ。 4)台湾、香港との逮

邦制も視野に入れ、柔軟な模索を続けていきたい。

あと 10年すると、文革後の世代が社会の第一線に

登場する。その時期には、台湾が中国の民主化のモ

デルとして、意識されるようになるだろう。今回の

研究によって、来るべき中国の変化を予測する、ひ

とつの補助線を手にすることができた。

5.北朝鮮の動向

北朝鮮の現体制には、日本統治(天皇制)の影響を

認めることができる。北朝鮮の民主化シナリオは、

日本の占領政策が参考になる。

〔発表論文〕

橋爪大三郎「跨世紀的中日関係一回顧近代日本的封

華政策Jr二十一世紀j第54号

pp.53-59香港中文大学中国文化研究所

1'999.8 

橋爪大三郎「東アジア諸国|における民主化の経験J

(印刷中 )2000

橋爪大三郎『こんなに囲った北朝鮮J(メタローグ

社・近刊}
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大
学
院
は
、
名
前
が
よ
く
な
い
。

大
学
に
入
る
と
、
入
学
お
め
で
と
う
。

そ
れ
な
ら
、
大
学
院
に
入
学
し
た
ら
、
入

院
お
め
で
と
う
な
の
か
?
病
院
に
入
院

し
た
み
た
い
で
、
ち
っ
と
も
お
め
で
た
く

t

、。
J
h
-
u
l
v
 

「
院
」
と
は
中
国
語
で
、
中
庭
の
つ
い
た

大
き
な
建
物
、
と
い
ろ
意
味
で
あ
る
。
英

語
で
は

6
5向日

E
R
ω
ロ
F
O
D
Y

と
い
い
、

卒
業
し
た
学
生
が
行
く
学
校
。
ず
っ
と
は

っ
き
り
し
て
い
て
よ
い
。

戦
後
し
ば
ら
く
、
日
本
の
大
学
に
は
大

学
院
な
ど
な
い
も
同
様
だ
っ
た
。

ま
ず
、
大
学
院
に
進
学
し
よ
う
と
い
う

人
数
が
少
な
か
っ
た
。
大
学
院
を
も
う
け

て
い
る
大
学
は
数
え
る
ほ
ど
だ
っ
た
し
、

大
学
を
卒
業
し
た
ら
す
ぐ
就
職
し
な
い
と

生
活
に
差
し
支
、
え
た
。

大
学
院
と
言
っ
て
も
金
剛
だ
け
で
、
ろ

く
に
授
業
も
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
、
大
学
院
と
ち
が
っ
た
コ

l
ス

が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
。
東
大
の
法
学
部
は
、

い
ま
で
も
そ
う
だ
が
、
優
秀
な
学
生
は
卒

業
と
同
時
に
助
手
に
採
用
し
て
し
ま
う
。

そ
し
て

3
年
で
助
手
論
文
な
る
も
の
を
書

か
せ
、
そ
の
あ
と
は
ど
こ
か
の
大
学
の
助

教
授
に
す
る
。
特
別
研
究
生
と
い
う
制
度

も
あ
っ
た
。
奨
学
金
を
も
ら
い
な
が
ら
、

研
究
室
に
残
っ
て
何
年
か
研
究
す
る
。
学

位
こ
そ
も
ら
え
な
い
が
、
大
学
院
生
よ
り

メ
リ
カ
の
企
業
や
官
庁
と
は
、
大
変
な
遠

、
ご

-o

L
V
+
h
 -R大

学
院
に
行
け
ば
、
学
力
が
つ
く。

ー
ー
と
一
言
い
た
い
が
、
大
学
院
に
行
か
な

く
て
も
、
学
力
は
つ
く
。
理
工
系
で
は
実

験
が
必
要
な
の
で
、
自
分
ひ
と
り
で
は
研

究
で
き
な
い
が
、
文
系
は
本
さ
え
読
め
れ

ば
よ
い
の
で
そ
ん
な
制
約
は
な
い
。
現
に
、

私
の
尊
敬
す
る
同
年
代
の
思
想
家
、
知
識

人
た
ち
に
は
、
大
学
院
に
行
か
ず
、
独
学

し
た
人
び
と
が
大
勢
い
る
。

-R大
学
院
に
行
け
ば
、
仲
間
と
議
論
が

で
き
る
。

1
l
l
こ
れ
は
最
大
の
利
点
か
も

し
れ
な
い
。
で
も
、
議
論
だ
け
な
ら
大
学

院
に
行
か
な
く
て
も
で
き
る
。

で
は
大
学
院
に
行
っ
て
、
何
の
損
が
あ

る
か
。

こ
れ
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
社
会

に
出
る
の
が
遅
れ
る
の
で
、
時
間
の
損
J

そ
の
間
働
け
な
い
う
え
、
営
費
や
生
活
費

も
か
か
る
の
で
、
経
済
的
に
損
。
意
地
悪

な
教
授
や
先
輩
た
ち
に
い
じ
め
ら
れ
て
、

損
。
世
界
が
狭
く
な
り
、
い
つ
の
ま
に
か

頭
が
固
く
な
っ
て
、
損
。
損
ば
か
り
だ
。
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こ
れ
だ
け
の
犠
牲
を
は
ら
う
の
だ
か
ら
、

そ
れ
で
も
大
学
院
を
志
望
し
た
い
と
思
う

の
な
ら
、
し
っ
か
り
し
た
目
的
を
も
っ
て

い
て
ほ
し
い
。
大
学
院
で
ど
ん
な
課
題
を

研
究
し
た
い
か
。
大
学
院
を
出
て
か
ら
ど

う
い
う
仕
事
を
し
た
い
の
か
。
そ
の
プ
ラ

ン
を
自
分
な
り
に
煮
詰
め
て
、
か
り
に
大

学
院
に
入
れ
な
く
て
も
そ
れ
だ
け
は
や
り

た
い
と
、
決
心
し
て
か
ら
大
学
院
の
門
を

叩
い
て
ほ
し
い
。
大
学
院
に
入
れ
ば
な
ん

と
か
な
る
と
い
う
あ
や
ふ
や
な
、
甘
え
た

気
持
ち
で
、
そ
の
あ
と
な
ん
と
か
な
っ
た

人
を
私
は
見
た
こ
と
が
な
い
。

大
学
院
に
進
み
、
学
問
の
プ
ロ
に
な
っ

て
、
研
究
を
職
業
に
し
よ
う
と
す
る
あ
な

た
は
、
そ
の
道
の
プ
ロ
を
育
て
て
き
た
歴

そ
れ
で
も
、

大
学
院
に

行
く
の
な
ら

森

A
J
1

格
が
高
い
と
さ
れ
て
い
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
医
学
、
法
律
な
ど
の
専

門
家
を
養
成
す
る
の
は
、
学
部
を
終
え
て

か
ら
入
学
す
る
大
学
院
だ
っ
た
。
理
工
系

で
も
研
究
・
教
育
の
中
心
は
、
大
学
院
に

移
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
を
真
似
す
べ
き
だ

と
い
う
の
で
、
日
本
で
も
卯
年
代
に
量
産

さ
れ
、
ど
の
大
学
も
大
学
院
だ
ら
け
に
な

っ
た
。
人
数
も
倍
以
上
に
増
え
た
。

牢

こ
の
た
め
、
大
学
院
の
性
質
が
が
ら
り

と
変
わ
っ
た
。

大
学
院
の
数
が
少
な
か
っ
た
こ
ろ
は
、

研
究
者
、
す
な
わ
ち
学
問
の
プ
ロ
を
養
成

す
る
の
が
大
学
院
だ
っ
た
。
修
士
課
程
2

だ
。
迄
洋
子
さ
ん
の

『東
大
で
上
野
千
鶴

子
に
ケ
ン
カ
を
学
ぶ
』
(筑
摩
書
房
)
あ
た

り
を
読
ん
で
、
大
学
院
と
は
な
ん
で
す
ご

い
と
こ
ろ
だ
と
驚
い
て
し
ま
う
よ
う
な
人

は
、
研
究
に
向
い
て
い
な
い
。

研
究
は
、
勉
強
と
違
う
。
勉
強
は
、
要

す
る
に
本
を
読
む
こ
と
。
本
を
読
む
だ
け

な
ら
、
誰
で
も
で
き
る
。
読
む
だ
け
読
ん

で
か
ら
、
こ
れ
ま
で
誰
も
言
わ
な
か
っ
た

こ
と
を
、
論
文
に
書
く
。
そ
れ
も
、
み
ん

な
が
読
む
に
値
す
る
こ
と
を
。
こ
れ
が
、

研
究
だ
。
大
学
に
は
、
何
年
も
論
文
を
書

い
た
こ
と
の
な
い
教
授
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て

い
る
。
ほ
ん
と
う
に
研
究
を
し
て
い
る
学

者
は
、
そ
、

7
X勢
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
こ
に
自
分
も
加
わ
る
の
だ
ぞ
と
い
う
、

覚
悟
と
意
地
が
大
切
に
な
る
。

研
究
ポ
ス
ト
は
多
く
な
い
。
そ
の
う
え
、

論
文
も
書
か
な
い
教
授
た
ち
が
大
勢
居
す

わ
っ
て
い
る
お
か
げ
で
、
ま
す
ま
す
見
つ

け
に
く
い
。
ポ
ス
ト
に
就
け
な
く
て
も
、

初
心
を
忘
れ
ず
に
、
他
人
を
恨
ま
ず
羨
ま

ず
、
自
分
で
生
活
を
支
え
な
が
ら
研
究
を

続
け
る
。
そ
う
い
う
樫
気
が
な
い
と
つ
と

ま
ら
な
い
。

専
門
以
外
の
領
域
に
も
、
合
萩
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
学
問
は
、
政
治

学
、
経
済
学
、
社
会
学
:
:
:
に
分
か
れ
て

い
る
が
、
世
の
中
の
出
来
事
は
多
く
の
領

域
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。
論
文
は
専
門
の

分
野
で
書
い
て
よ
い
が
、
読
む
文
献
は
た

く
さ
ん
の
専
門
に
ま
た
が
っ
て
い
る
ほ
ど

よ
い
。
い
ろ
い
ろ
な
刺
戟
や
ア
イ
デ
ア
が
、

そ
こ
か
ら
え
ら
れ
る
は
ず
だ
。

ψ
ゃ

い
っ
ぽ
う
、
大
学
院
を
卒
業
し
た
あ
と

専
門
を
活
か
し
て
、
企
業
や
官
庁
に
就
職

し
よ
う
と
い
う
あ
な
た
は
、
実
社
会
と
の

交
流
が
深
く
就
職
実
績
の
あ
る
大
学
を
選

ぶ
べ
き
だ
。
い
や
、
大
学
よ
り
も
も
っ
と

細
か
く
、
研
究
室
に
ま
で
し
ぼ
る
べ
き
だ

A
 

豆
示
工
業
大
学
大
学
院
社
会
理
工
学
研
究
科
教
授

年
に
加
え
て
博
士
課
程
3
年
ま
で
終
え
れ

ば
、
だ
い
た
い
ど
こ
か
の
大
学
に
も
ぐ
り

こ
ん
で
教
員
と
な
れ
た
。
大
学
で
な
く
て

も
、
研
究
所
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
就
職
で

き
た
。大

学
院
の
数
が
増
え
る
と
、
こ
ん
な
賛

沢
は
望
め
な
く
な
っ
た
。
研
究
者
の
ポ
ス

ト
は
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
大
部
分
の
大

学
院
卒
業
生
は
、
そ
れ
以
外
の
職
業
を
探

す
こ
と
に
な
る
。
社
会
に
出
て
実
際
に
役

に
立
つ
専
門
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
な
け

れ
ば
、
就
職
は
む
ず
か
し
い
。
大
学
院
を

出
れ
ば
、
博
士
号
が
あ
れ
ば
、
ど
う
に
か

な
る
と
い
う
時
代
で
は
な
く
な
っ
た
。

就
職
が
難
し
く
て
も
、
大
学
と
し
て
は

の
研
究
室
は
、
新
職
に
府
地
な
b
e
剖

O
A
Z

が
何
を
求
め
て
い
る
か
、
よ
く
知
っ
て
い

る
教
授
の
壇
場
を
受
け
る
べ
き
だ
。

企
業
や
官
庁
の
実
務
は
、
十
分
に
進
ん

だ
専
門
知
識
に
も
と
づ
い
て
、
行
わ
れ
る

べ
き
も
の
だ
。
と
こ
ろ
が
日
本
の
企
業
や

{
旦
庁
は
、
年
功
序
列
の
た
め
、
専
門
性
が

う
す
い
、
?
え
に
、
ト
ッ
プ
の
人
び
と
の
知

識
は
初
年
前
に
学
ん
だ
も
の
な
の
で
古
す

ぎ
る
。
情
報
化
時
代
の
国
際
社
会
に
ま
っ

た
く
追
い
つ
け
な
く
な
っ
て
い
る
。

せ
っ
か
く
大
学
院
で
学
ぶ
の
だ
か
ら
、

卒
業
し
て
か
ら
も
専
門
に
み
が
き
を
か
け
、

企
業
や
官
庁
に
就
職
し
た
あ
と
、
業
務
の

シ
ス
テ
ム
を
根
本
か
ら
革
新
す
る
よ
う
な

ア
イ
デ
ア
を
実
行
に
移
し
て
ほ
し
い
。
そ

の
た
め
に
職
場
で
煙
た
が
ら
れ
た
り
、
辛

い
目
に
あ
っ
た
り
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
れ
で
も
く
じ
け
ず
に
頑
張
る
。
科
学
的

で
合
理
的
な
実
務
の
進
め
方
、
明
確
な
価

値
観
と
正
確
な
情
報
に
も
と
づ
い
た
よ
り

よ
い
意
思
決
定
の
あ
り
方
を
開
発
し
実
践

す
る
こ
と
が
、
あ
な
た
の
一
生
の
議
題
で

あ
る
。そ

の
た
め
に
は
、
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア

を
理
解
し
支
持
す
る
人
び
と
を
ひ
と
り
で

も
多
く
獲
得
で
き
る
よ
う
、
言
葉
を
正
確

に
、
簡
潔
に
、
説
得
的
に
用
い
る
訓
練
を

積
む
べ
き
だ
。
業
務
文
書
や
テ
ク
ニ
カ
ル
・

ペ
l
パ
も
素
早
く
的
確
に
書
け
る
よ
う
に

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
や
討
論
の
や
り
方
も
、
よ
く
訓

練
し
ょ
、
っ
。

ψ
や

ど
う
い
う
目
的
で
大
学
院
に
進
む
に
せ

よ
、
ひ
と
つ
確
か
な
こ
と
が
あ
る
。
も
う

そ
の
先
に
、
学
校
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
誰
か
に
も
の
を
教
わ
る
時
代
は
も

う
こ
れ
が
最
後
だ
。
あ
と
は
、
あ
な
た
が

あ
と
に
続
く
人
び
と
に
も
の
を
教
え
る
香

な
の
で
あ
る
。

ーー_...... ‘ 

¥、 j

学
院
の
設
置
を
申
請
す
る
と
き
に
、
社
会

的
需
要
が
あ
り
ま
す
と
作
文
し
た
関
係
上
、

学
生
の
定
員
が
埋
ま
ら
な
い
と
お
か
し
い
。

い
き
お
い
設
で
も
入
学
さ
せ
る
こ
と
に
な

り
、
学
生
の
学
力
は
み
る
み
る
低
下
し
て

T
U古
品

つ
れ
九
。

こ
う
し
て
、
大
学
院
は
大
衆
化
し
、
い

ま
や
昔
の
学
部
並
み
で
あ
る
。

*
 

こ
ん
な
わ
け
だ
か
ら
、
み
ん
な
が
行
く

か
ら
と
、
う
か
う
か
大
学
院
に
進
学
し
て

は
い
け
な
い
。

時
間
も
費
用
も
か
か
る
。
ど
う
転
ん
で

も
績
に
は
な
ら
な
い
自
分
な
り
の
卦
曇
を

し
っ
か
り
立
て
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

大
学
院
に
行
っ
て
何
の
得
が
あ
る
か
。

女
助
手
や
助
教
授
な
ど
の
、
研
究
ポ
ス

ト
に
応
募
で
き
る
。
ー
ー
ー
の
は
確
か
だ
け

れ
ど
も
、
実
際
に
職
に
就
け
る
の
は
く
じ

引
き
に
当
た
る
よ
う
な
も
の
。
私
の
大
学

で
公
募
を
す
る
と
、
応
募
者
は
だ
い
た
い

印
人
ぐ
ら
い
に
な
る
。
こ
の
な
か
か
ら
I

人
を
選
ぶ
の
だ
か
ら
、
残
り
の
人
び
と
は

不
採
用
に
な
る
わ
け
だ
。

理
工
系
で
は
、
応
募
の
際
、
ほ
と
ん
ど

の
ポ
ス
ト
が
博
士
号
を
要
求
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
文
系
で
は
修
士
号
か
「
博
士
謀

程
修
了
ま
た
は
そ
れ
と
同
等
以
上
」
の
学

歴
を
要
求
す
る
。
要
す
る
に
、
修
士
課
程

を
出
た
だ
け
で
は
、
研
究
ポ
ス
ト
に
採
用

さ
れ
る
の
は
無
理
で
あ
る
。

女

一
般
の
職
に
応
募
す
る
場
合
、
履
歴

書
に
修
士
卒
業
、
博
士
修
了
な
ど
と
学
歴

が
書
け
る
。

こ
れ
も
よ
し
あ
し
で
、
ひ
と
晶
旦
則
は
理

工
系
の
採
用
も
、
修
士
を
敬
遠
し
て
学
部

新
卒
を
歓
迎
し
た
。
い
ま
は
修
士
課
程
の

卒
業
者
は
か
え
っ
て
歓
迎
さ
れ
て
い
る
が
、

博
士
を
敬
遠
す
る
企
業
が
ま
だ
か
な
り
あ

る
。
文
系
は
も
っ
と
遅
れ
て
い
て
、
修
士

も
ま
だ
敬
遠
さ
れ
気
味
だ
。
博
士
号
が
な

州jii
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11 

11 

11 

11 

11 
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都
市
と
家
族
の

新
し
い
関
係

橋
爪
大
三
郎

[i'c. E. LJ] .t 4.ち

欧
米
社
会
、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
で
、
都
市
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
核
に
な
る
の
、が
、
教
A
Aで
あ
る
。
学
校
や
企

業
ゃ
、
そ
の
ほ
か
の
組
織
と
遣
っ
て
、
教
会
は
家
族
ぐ

る
み
で
ゑ
γ
加
で
き
、

L
か
も
生
涯
に
わ
た
っ

τメ
ン
バ

ー
で
あ
リ
続
け
ら
れ
る
。
教
会
は
、
日
曜
礼
拝
の
ほ
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ク
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
舞
台

に
な
っ
て
い
て
、
家
族
と
社
会
の
接
点
の
投
引
を
果
た

し
て
い
る
。

い
っ
ぽ
う
わ
が
国
の
場
令
、
こ
れ
に
あ
た
る
も
の
が

な
い
。
強
い

7f5え
ば
、
新
興
宗
教
と
生
協
か
も
L
れ

な
い
。
新
興
宗
教
は
た
い
が
い
、
地
域
ご
と
の
小
集
団

を
組
織
し
て
い
て
、
定
期
的
に
集
ま
っ
て
は
身
の
上
を

誇
リ
あ
い
、
慰
め
あ
い
、
勇
気
づ
け
あ
う
。
農
村
か
ら

都
会
に
中
山
て
き
た
人
び
と
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
、
白
今

、が
ど
こ
か
に
帰
属
し
て
い
る
と
い
う
感
覚
(
安
必
)
を

与
え
て
く
れ
る
。
生
協
の
場
令
に
は
、
安
く
て
安
全
企

会
品
会
主
ハ
同
購
入
し
ま
し
ょ
う
ど
班
を
つ
く
っ
て
、
主

婦
た
ち
が
当
容
で
配
達
安
v

分
担
す
る
。
白
然
に
仲
よ
し

グ
ル
ー
プ
が
で
き
あ
が
る
。

こ
の
程
度
の
こ
と
で
は
、
は
な
は
だ
お
も
ど
な
い
。

国
際
比
較
の
統
計
に
よ
る
と
、
日
木
人
は
、
地
斌
の
た

め
に
活
動
す
る
時
聞
が
き
わ
め
て
少
な
い
。
そ
の
ぶ
ん
、
家

扶
が
ば
ら
ば
ら
な
ま
i
T、
孤
立
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
孤
立
し
た
家
族
は
、
氏
申
変
化
し
て
社
会
位
争
長

い
、
教
育
カ
(
子
ど
も
を
社
会
化
す
る
カ
)
を
弱
め
て

し
ま
-
70
学
級
潟
壕
炉
、
引
き
こ
も
リ
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
た
の
も
、
こ
の
こ
と
ど
関
係
、
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

都
市
は
、
地
理
的
な
近
接
関
係
が
意
味
昏
持
た
な
い

場
所
で
あ
る
。
隣
は
何
+
干
る
入
、
ぞ
。
す
ぐ
近
く
に
往

ん
で
い
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
親
し
く
つ
き
あ
う
人

間
は
い
な
い
。
趣
味
の
仲
間
や
同
窓
生
、
大
切
な
友
人

は
遠
く
離
れ
井
場
所
に
往
ん
で
い
る
。

11 

11 
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都
市
ピ
家
族
の
関
係
に
つ
い
て
古
典
的
吉
宗
乞

示
し
て
い
る
の
は
、
社
会
学
岩
の
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
エ
|

パ
ー
で
あ
る
。

ヴ
ェ

l
パ
l
は
主
に
、
メ
ソ
.
ホ
タ
ミ
ア
か
ら
エ
ジ
プ

ト
に
か
け
て
の
古
代
史
を
調
べ
、
こ
ん
な
結
論
を
え
た
。

人
び
ど
は
、
都
市
の
周
リ
で
ヒ
ツ
ジ
や
ラ
ク
ダ
長
主
い
、

遊
牧
生
活
を
し
て
い
る
と
き
に
は
、
部
族
社
会
を
形
成

す
る
。
部
族
社
会
と
い
う
の
は
、
家
族
が
い
く
つ
も
集

ま
っ
マ
大
家
族
に
な
っ
た
よ
う
な
も
の
で
、
族
長
が
そ

の
集
団
を
ひ
き
い
る
。
集
団
は
、
血
縁
を
も
と
に
で
き

あ
が
っ
て
お
リ
、
赤
の
他
人
は
混
じ
っ
マ
、
い
な
い
。
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
ベ
ド
ウ
ィ
ン
た
ち
は
、
い
ま
で
も
こ

ん
な
生
活
安
菅
ん
で
い
る
。

ど
こ
ろ
が
、
こ
ん
な
人
び
と
が
、
都
市
や
そ
の
近
所

に
定
着
す
る
と
、
土
地
所
有
や
階
層
分
化
が
生
じ
て
、

部
族
社
会
は
解
体
す
る
。
そ
し
て
、
ば
ら
ば
ら
な
家
族

が
集
ま
っ
た
、
都
市
社
会
が
略
成
さ
れ
る
。
都
市
~
で
は
、

血
縁
関
係
よ
リ
も
、
貴
族
/
平
氏
/
奴
隷
な
ど
の
身
分

関
係
aH¥
軍
人
/
農
馬
/
職
人
/
商
人
え
ど
の
職
業
に

よ
る
つ
な
が
リ
の
は
フ
が
大
事
に
な
る
。

古
代
の
歴
史
は
、
遊
牧
民
が
つ
ぎ
つ
ぜ
、
都
市
を
征

服
し
た
リ
都
市
に
移
住
し
た
リ
し
て
、
文
明
化
さ
れ
、

軟
弱
と
な
っ
て
、
最
後
に
は
滅
ほ
さ
れ
て
し
ま
-
つ
歴
史

だ
っ
た
。
こ
の
「
循
環
史
観
」
は
、
古
く
は
イ
ス
ラ
ム

の
大
・
知
識
人
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
1
ン
に
よ
っ
て
唱

え
ら
れ
て
い
る
。
ヴ
ェ

l
パ
l
の

『古
代
ユ
ダ
ヤ
教
』

は
、
こ
の
ア
イ
デ
ア
や
荘
会
科
学
的
に
再
構
成
し
た
も

の
で
、
旧
約
聖
書
の
伝
え
る
古
代
の
都
市
文
明
の
あ
リ

方
を
、
じ
つ
に
い
き
い
き
と
再
現
し
て
い
る
。

都
市
以
A
λ
び
と
が
定
着
す
る
た
め
の
装
歪
で
あ
る
。

人
間
は
、
普
か
ら
、
一
カ
所
に
定
着
し
て
往
ん
で
き

白
木
の
埜
戒
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
中
山
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
う
い
う
話
に
な
る
と
す
ぐ
、
地
滅
起
こ

L
、
町
起

こ
し
を
令
一
呈
笑
に
、
金
踊
リ
ヤ
子
供
会
、
町
内
イ
ベ
ン
ト

を
会
益
す
る
人
が
い
る
。昆
当
ち
が
い
も
は
な
は
だ
し
い
。

何
丁
目
か
ら
何
丁
目

i
Tが
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
と
い

う
区
切
リ
、
が
意
味
?
む
た
な
い
の
が
、
都
会
の
特
些
て

あ
る
。
わ
ず
ら
わ
し
い
近
所
づ
き
あ
い
に
時
間
や
紳
経

を
寂
ら
れ
な
い
利
点
を
、
都
市
の
家
族
は
享
受
し
て
い

る
。
そ
れ
を
う
わ
回
る
利
点
、
が
む
け
れ
ば
、
家
族
の
あ

い
だ
に
意
味
の
あ
る
つ
な
、
が
リ
を
つ
ノ
ム
リ
虫
す
、
』
と
は

で
き
な
い
。

カ
ギ
は
、
学
校
ど
政
治
だ
と
患
っ
。

学
校
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
つ
ま
リ
P
T
Aは、

と
て
も
評
判
が
わ
る
い
。
誰
も
役
員
に
な
リ
た
が
ら
な

い
の
で
、
く
じ
引
き
に
な
る
。
く
じ
運
が
強
く
な
る
お

守
リ
会

E
って、

P
T
A
の
会
ム
ロ
に
出
席
す
る
主
婦
も

い
る
。
何
の
発
言
権
t
美
定
権
も
な
く
、
無
給
で
雑
用

安
5
せ
・
し
つ
れ
る
だ
け
だ
か
‘
し
っ
〆
』
。

私
た
ら
が
ま
と
め
た
教
育
改
革
案
(
堤
清
二
・
橋
爪

大
三
郎
編

『選
択
・
責
任
・
連
帯
の
教
育
改
革
』
勤
草

害
房
)
で
は
、
公
立
学
校
の
学
区
制
を
な
く
L
、
学
校

を
選
べ
る
よ
う
に
す
る
。
そ
し

τ、
貌
た
ち
が
送
中
山
L

件
盆

d

校
理
事
会
が
、
校
長
を
選
任
し
、
学
校
の
運
営
や

人
事
会
』
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
を
提
案
し
て
い
る
。
権

限
が
与
え
ら
れ
る
の
な
ら
、
実
際
に
学
校
の
た
め
に
胤
聞

い
て
み
た
い
と
い

-7人
は
多
い
。
貌
た
ち
が
協
力
し
て
、

学
校
の
運
営
を
手
助
け
す
る
。
そ
う
し
た
関
わ
リ
の
な

か
か
ら
、
家
族
と
家
族
の
対
等
な
結
び
つ
き
、
す
な
わ

ち
公
共
性
が
育
っ
て
く
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
政
治
。
せ
っ
か
く
地
方
自
治
体
や

た
。
そ
の
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
理
由
か
ら
、
洞
穴
に
往
む
o
A
1
料
を
集
め
や
す
い
の

で
、
森
林
に
往
む
。
農
業
を
営
む
た
め
に
、
平
野
に
往
む
。

都
市
、
が
羽
仰
れ
た
古
代
は
、
同
時
に
、
進
滅
え
の
大
規

模
な
農
業
が
発
展
し
た
時
代
だ
っ
た
。
開
墾
が
進
ん
だ

平
地
に
は
農
村
、が
点
在
L
、
人
百
も
増
え
る
。
収
穫
さ

れ
る
殻
物
の
一
部
を
、
税
や
地
代
な
ピ
の
か
た
ち
で
都

市
に
運
び
こ
む
。
こ
う
し
て
都
市
は
、
農
村
一
を
宣
花
、
農

民
ど
は
達
っ
井
謹
類
の
人
び
と
が
定
住
す
る
湯
ど
な
る
。

都
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
や
役
割
の
人
び
と
が

暮
ら
し
て
い
る
。
彼
ら
は
分
業
す
る
こ
と
て
、
都
市
文

明
の
多
様
性
を
う
み
だ
し
、
そ
れ
を
享
受
し
て
い
る
。

都
市
に
住
む
人
び
と
に
は
、
農
村
よ
リ
も
大
き
な
人
生

の
可
能
性
、が
開
け
て
い
る
。

ぎ
ゃ
く
に
言
え
ば
、
都
市
は
見
知
ら
ぬ
人
同
士
、が中山

会
フ
空
間
で
あ
る
。

都
市
の
家
族
は
ば
ら
ば
久
て
あ
る
。
市
場
で
の
辰
リ

引
き
も
、
軍
隊
や
政
府
や
教
会
の
官
僚
機
構
も
、
家
族
や

血
縁
関
係
と
は
遣
っ
た
原
理
て
で
き
て
い
る
。
家
族
は
、

社
ム
且
関
係
の
ご
く
一
部
を
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
に
す
ゲ
な
い
。

中
世
の
都
市
は
、
職
業
会
身
八
?
と
い
う
か
た
ち
で
世

襲

L
、
め
い
め
い
の
投
刻
、
が
服
其
て
ひ
と
自
で
わ
か
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
家
族
が
都
市
の
秩
序
に
、
か
っ

ち
リ
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。

近
代
の
都
市
は
、
身
分
を
打
破
し
、
誰
が
りと
ん
な
職

業
に
就
い
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
た
。
工
業
が
発
展
し
、

農
村
か
ら
大
量
の
人
び
と
が
流
入
し
た
。
ば
ら
ば
ら
な

都
市
の
家
一族
ば
、
-
』
れ
i
で
以
上
に
ば
ら
ほ
ら
に
な
っ
た
。

都
市
に
移
り
住
ん
だ
人
び
と
は
、
都
市
の
な
か
に
、

農
村
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
(
地
滅
社
会
)
を
再
現
し
よ
う

と
す
る
。

選
挙
区
と
い
う
ま
と
ま
リ
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
ブ

ロ
ッ
ク
ご
と
に
、
草
の
根
の
政
党
組
織
を
つ
く
る
。
.
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
が
主
力
に
な
る
か
ら
、
主
婦
や
老
人
の
中
山

本
だ
。
そ
し
て
、
読
害
会
・
ヤ
政
策
勉
強
会
、
予
備
選
を

行
な
っ
て
、
候
補
岩
を
白
八
伊
た
ち
の
手
で
選
び
だ
す
。

政
党
の
公
職
も
、
地
方
議
員
も
、
た
と
え
現
械
で
あ
ろ

う
と
、
予
備
選
を
勝
ち
抜
い
た
湯
ム
ロ
に
だ
け
つ
ド
さ
の
選

挙
で
立
候
補
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
だ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
草
の
根
の
政
党
組
織
が
動
け
ば
、
選

挙
に
金
が
か
か
ら
な
く
な
る
か
ら
、
誰
で
も
立
候
補
で

き
る
。
羽
仰
織
も
う
か
う
か
し
て
い
ら
れ
な
い
。
こ
う
し

て
、
有
権
岩
の
手
に
政
治
を
反
リ
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。

都
市
家
族
の
ひ
と
つ
の
問
題
点
は
、
主
婦
が
白
信
を

持
て
な
く
な
っ
た
こ
ど
だ
。
女
性
の
社
会
進
出
、が
進
ん

だ
の
は
い
い
が
、
そ
の
反
動
で
、
子
産
み
・
子
育
て
で
家

庭
に
入
リ
、
専
業
主
婦
で
い
る
問
に
、
い
つ
の
ま
に
か
世

の
中
に
寂
リ
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
L
て
く

る
。
公
園
デ
ビ
ュ
ー
の
よ
う
な
よ
そ
よ
そ
し
い
つ
な
が
リ

で
な
く
、
人
間
同
士
と
L
て
中
山
会
え
る
空
闘
が
必
要
〆
』
。

政
党
の
‘ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
選
本
長
』
通
じ
て
政

治
家
を
議
会
に
送
リ
、
実
際
に
現
実
を
動
か
す
カ
、が
あ

る
。
権
限
も
あ
る
が
、
責
任
も
あ
る
。
社
会
と
の
つ
な

が
リ
、
が
、
は
っ
き
リ
自
に
見
え
る
。
家
族
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
都
市
に
張
リ
め
ぐ
ら
す
、
う
ま
い
仕
組
み
の
ひ

ど
つ
で
あ
る
。

家
族
の
価
値
安
夫
切
に
す
る
ア
メ
リ
カ
は
、
民
主
党
、

共
和
党
の
草
の
根
組
銚
叫
が
発
達
し
て
い
る
し
、
そ
の
ほ
か

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
4必私
7F
ぃ
。
白
木
人
も
、
家
庭
に

閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
の
で
は
、
家
族
を
大
切
に
で
き
な
い
。

家
族
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
仕
組
み
岳
考
え
な
け

れ
ば
だ
め
だ
と
、
早
J
、
一
気
、
づ
い
件
ほ
う
、
が
い
い
。

(塞甲小
工
業
犬
学
大
学
院
教
授
・
社
会
学
)
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噛園

テ
4
を
保
障
じ
て
も
ら
、
っ
、
国
家
は
自
分

の
選
択
、
自
分
の
人
生
を
保
障
す
る
た
め

に
あ
る
の
だ
と
い
う
感
覚
が
、
如
実
に
生

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
学
校
も
選
択
、

配
偶
者
も
選
択
、
宗
教
も
選
択
、
何
も
か

も
人
生
す
べ
て
が
自
己
責
任
に
よ
る
選
択

で
す
。
た
ぶ
ん
非
常
に
ス
ト
レ
ス
の
多
い

社
会
で
し
ょ
う
。

日
本
に
も
選
択
は
あ
り
ま
す
が
、
「
幕

の
内
弁
当
」
で
、
誰
か
が
選
択
を
済
ま
せ

た
お
仕
着
せ
を
選
択
す
る
ご
と
に
な
っ
て

い
る
。
そ
ん
な
幕
の
内
状
態
に
安
住
し
な

が
ら
、
自
由
が
欲
し
い
と
は
図
々
し
い
。

責
任
を
果
た
さ
ず
、
リ
ス
ク
も
分
抱
し
な

い
の
に
、
自
由
だ
け
享
受
で
き
る
な
ん
て
、

そ
も
そ
も
あ
り
え
な
い
の
で
す
。

企
業
は
大
学
の
活
用
の
仕
方
が

わ
か
っ
て
い
な
い

誰
も
が
自
分
の
責
任
で
、
自
分
の
人
生

を
選
べ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、

日
本
改

造
の
出
発
点
で
す
。
目
目
頭
で

「学
校
の
存

在
が
大
き
す
ぎ
る
」
と
言
い
ま
し
た
が
、

皮
肉
な
と
と
に
そ
の
一
方
、
学
校
教
育
は

雷
視
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
重
視
の
仕

方
が
足
り
な
い
し
、
間
違
っ
て
い
る
。
た

と
え
ば
み
ん
な
、
ど
の
大
学
に
入
る
か
を

気
に
し
ま
す
が
、
そ
こ
で
何
を
勉
強
し
た

か
に
は
無
関
心
。
大
学
院
に
は
ま
す
ま
す
、

注
意
が
足
り
な
い
ん
で
す
ね
。

こ
れ
を
反
対
に
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。

高
校
ま
で
は
通
過
点
な
ん
だ
か
ら
、
本
人

の
自
主
性
や
意
欲
を
も
っ
と
重
視
し
て
、

何
回
失
敗
し
て
も
や
打
直
し
が
き
く
よ
う

に
す
る
。
教
育
課
程
存
複
線
化
し
て
、
生

徒
や
親
が
自
由
に
学
校
を
選
べ
る
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
師
の
側
も
高

校
ま
で
は
、
人
事
官
し
っ
か
り
作
る
こ
と

に
重
点
を
お
く
。
本
当
の
学
力
勝
負
は
、

専
門
を
学
ぶ
大
学
や
大
学
院
に
移
し
た
ほ

う
が
い
い
。
職
業
に
必
要
な
適
性
を
み
る

の
だ
か
ら
、
大
学
や
大
学
院
で
の
競
争
は

や
他
大
学
か
ら
何
人
か
委
嘱
し
ま
す
。
そ

の
委
員
会
が
、

A
教
授
を
推
薦
す
る
社
会

学
科
の
教
授
た
ち
を
一
人
ず
つ
喚
問
す
る
。

委
員
会
と
学
科
は
攻
守
敵
味
方
の
関
係
で

す
。
そ
れ
で
も
足
り
な
く
て
、
世
界
中
の

著
名
な
社
会
学
者
た
ち
に
、

A
教
授
を
含

む
複
数
の
社
入
云
掌
告
の
リ
ス
ト
を
送
っ
て
、

こ
の
な
か
で
も
っ
と
も
優
秀
な
の
は
誰
で

す
か
と
学
長
名
で
質
問
す
る
。
こ
の
手
紙

(
ブ
ラ
イ
ン
ド
・
レ
タ
l
)
の
返
事
も
参

考
に
し
て
、
委
員
が
順
番
に
意
見
を
の
べ
、

最
後
に
学
長
が
A
教
授
選
任
の
可
否
を
決

め
ま
す
。
こ
れ
な
ら
学
閥
や
情
実
が
入
り

込
む
余
地
は
な
い
。
こ
の
厳
し
さ
は
、
見

習
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
「
教
授
会
の
自
治
」

な
ん
か
一
刻
も
早
く
叩
き
潰
し
て
、
こ
う

い
う
や
り
方
に
す
べ
き
だ
。

日
本
の
大
学
が
文
系
/
理
系
を
分
け
て

い
る
の
も
、
時
代
遅
れ
で
す
。
乙
の
区
別

は
も
と
も
と
後
進
国
の
も
の
。
理
工
系
の

人
聞
を
養
成
す
る
に
は
・
つ
ん
と
お
金
が
か

か
る
の
で
、
数
学
の
試
験
を
し
て
入
り
口

で
振
り
分
け
た
の
で
す
。
で
も
、
高
校
ま

で
の
数
学
や
理
科
の
成
績
と
、
専
門
で
の

適
性
と
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
。
入
学
試

験
は
適
性
の
あ
る
人
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
シ
ス
テ
ム
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
や
は
り
、

実
際
に
物
理
学
を
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
物

理
学
者
と
し
て
の
適
性
は
わ
か
ら
な
い
。

小
説
を
書
い
て
み
な
け
れ
ば
小
説
家
と
し

て
の
適
性
は
わ
か
ら
な
い
。
い
ま
は
、
小

説
家
を
養
成
す
る
の
に
、
漢
字
の
書
き
取

り
テ
ス
ト
を
や
っ
て
る
の
と
同
じ
。
ば
か

ば
か
し
い
で
し
ょ
う
。
い
ま
や
大
学
は
設

備
過
剰
で
学
生
が
足
り
な
い
の
だ
か
ら
、

志
望
著
は
み
な
受
け
入
れ
、
あ
と
は
本
人

の
責
任
で
競
争
さ
せ
る
べ
き
な
の
で
す
。

文
系
/
理
系
が
分
か
れ
て
い
る
お
か
げ

で
、
二
種
類
の
人
聞
が
製
造
さ
れ
て
し
ま

う
。
理
系
人
聞
は
研
究
室
で
実
験
に
明
け

暮
れ
て
い
る
ば
か
り
で
、
経
理
も
経
営
も

わ
か
ら
ず
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
興
せ
な

必
要
な
ん
で
す
。
ど
ん
な
職
種
の
人
に
も
、

プ
ロ
と
し
て
の
専
門
能
力
存
廃
く
チ
ャ
ン

ス
が
、
大
学
と
社
会
を
往
復
す
る
と
い
う

形
で
開
か
れ
る
べ
き
で
す
。
大
学
や
専
門

家
の
あ
い
だ
の
競
争
が
足
り
な
い
か
ら
、

そ
の
し
わ
寄
せ
が
小

・
中

・
高
に
押
し
つ

け
ら
れ
、
た
と
え
ば
幻
歳
の
問
題
か
起
こ
る
。

い
ま
は
文
系
の
大
学
院
を
卒
業
す
る
と
、

学
部
卒
業
に
く
ら
べ
て
就
職
が
難
し
い
の

で
す
が
、
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
た
ら
日

本
史
葉
は
減
ひ
ま
す
。
大
学
入
試
の
成

績
が
、
人
材
評
価
の
基
準
に
な
っ
て
い
て
、

そ
れ
以
外
の
専
門
の
能
力
を
評
価
す
る
も

の
さ
し
が
、
企
業
や
社
会
の
側
に
な
い
。

な
け
れ
ば
開
発
し
て
、
専
門
能
力
を
身
に

つ
け
た
人
材
を
ど
し
ど
し
採
用
し
て
そ
れ

な
り
に
処
遇
し
、
活
用
す
べ
き
な
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
文
部
省
が
嫌
い
な

「
業
者
テ
ス
ト
」
を
活
用
し
た
ら
よ
い
。

業
者
テ
ス
ト
は
、
学
校
格
差
と
関
係
な
く

生
徒
個
々
人
の
能
力
を
全
国
的
な
ス
ケ
ー

ル
で
判
定
す
る
と
い
う
点
で
、
よ
い
も
の

な
ん
で
す
。
内
申
書
の
よ
う
な
、
教
師
の

さ
じ
加
減
で
決
ま
る
よ
う
な
も
の
は
問
題

が
多
い
。
高
校
の
数
学
も
英
語
も
、
物
理

や
化
学
や
世
界
史
も
、
業
者
テ
ス
ト
で
判

定
で
き
る
資
格
に
し
た
ら
よ
い
。
高
校
は
、

そ
の
資
格
を
無
理
な
く
取
る
た
め
の
頭
自

校
と
い
う
位
置
づ
け
に
す
る
。

そ
う
す
る
と
、
生
徒
は
自
分
の
能
力
を

客
観
的
な
評
価
で
証
明
で
き
る
し
、
目
標

を
目
指
し
て
計
画
的
に
勉
強
で
き
る
か
ら

主
体
性
も
育
つ
。
授
業
を
よ
く
聞
け
ば
、

資
格
が
取
れ
る
の
だ
か
ら
、
教
師
と
生
徒

の
関
係
も
改
善
さ
れ
る
。
大
学
や
大
学
院

も
、
こ
う
い
う
考
え
方
で
、
資
格
の
一
種

と
み
な
す
こ
と
に
す
る
。

資
格
を
取
る
に
も
試
験
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
入
試
の
よ
う
な
単
な
る
競
争
試

験
と
違
っ
て
、
資
格
試
験
は
合
理
的
で
す
。

資
務
試
験
は
、
他
人
と
の
競
争
で
な
く
て

あ
る
客
観
的
な
レ
ベ
ル
を
ク
リ
ア
ー
す
る

ぃ
。
文
系
人
間
は
、
営
業
や
総
務
や
人
事

は
わ
か
っ
て
も
、
科
学
技
術
が
わ
か
ら
な

い
か
ら
会
社
が
作
れ
な
い
。
そ
こ
で
ど
ち

ら
も
大
水
髪
掃
に
就
職
し
て
、
文
系
人
間
と

理
系
人
間
か
会
社
と
い
う
枠
で
二
人
三
脚

を
組
ん
で
や
っ
と
一
人
前
、
と
い
う
シ
ス

テ
ム
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

ア
メ
リ
ガ
で
理
系
人
聞
が
独
立
し
て
す

ぐ
会
社
を
作
っ
て
し
ま
う
の
は
、
彼
ら
に

理
系
人
間
だ
と
い
う
認
識
が
な
い
か
ら
。

M
I
T
(
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
)

も
、
理
工
系
の
大
学
で
す
け
れ
ど
、
経
済

学
や
言
語
学
ゃ
、
文
系
の
部
門
が

5
分
の

2
も
あ
る
。
文
系
の
素
養
と
知
的
相
互
作

用
が
な
い
と
、
理
工
系
と
し
て
一
流
で
な

い
と
い
う
乙
と
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
ん

で
す
。
日
本
で
は
、
大
学
で
も
大
学
院
で

も
、
制
度
上
、
文
系
/
理
系
の
両
方
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
は
ま
れ
だ
し
、

難
し
い
。
実
に
も
っ
た
い
な
い
。

最
近
、
大
学
の
教
育
研
究
の
主
力
は
、

大
学
院
に
移
っ
て
い
ま
す
。
そ
ご
で
学
部

に
関
し
て
は
、
私
は
む
し
ろ
専
門
(
学
科
)

を
廃
止
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

初
歳
前
後
の
若
者
を
、
中
途
半
端
に
学
科

の
枠
に
押
し
込
め
て
、
専
門
を
教
え
て
も
、

そ
の
道
で
ひ
と
り
立
ち
で
き
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
無
意
味
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
あ

る
学
問
を
学
ぶ
の
は
大
切
だ
が
、
同
時
に

ほ
か
の
学
問
も
学
ん
だ
ほ
う
が
い
い
。
副

専
攻
(
サ
ブ
メ
ジ
ャ
ー
)
や
複
数
専
攻

(
ダ
ブ
ル
メ
ジ
ャ
ー
)
の
制
度
も
利
点
が

あ
る
と
恩
、
つ
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
ロ

l
ス
ク
ー
ル
、
メ

デ
ィ
カ
ル
ス
ク
ー
ル
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
な
ど
は
み
な
大
学
院
で
す
。
そ
こ
に
、

い
ろ
い
ろ
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
を

集
め
て
、
。
フ
ロ
の
専
門
家
&
伊
養
成
す
る
た

め
に
ガ
ン
ガ
ン
勉
強
さ
せ
る
ん
で
す
ね
。

い
ろ
ん
な
学
生
が
い
る
か
ら
、
互
い
に
よ

い
刺
戟
に
な
る
。

受
験
の
た
め
に
丸
々
6
年
間
費
や
し
て

か
、
ど
う
か
だ
か
ら
、
計
画
的
、
主
体
的
に

勉
強
で
き
る
。
必
要
な
資
格
を
早
め
に
そ

ろ
え
た
高
校
生
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
精
を
出
す
乙
と
も
で
き
る
。

ず
っ
と
人
間
的
で
す
。

企
業
で
も
、
英
語
の
能
力
や
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
経
験
を
履
歴
に
し
て
、
採
用

を
弾
力
化
す
る
。
最
初
の

2
1
3年
は
仮

採
用
と
い
う
こ
と
に
す
れ
ば
、
人
幸
需
品
b
リ

ス
ク
を
回
避
で
き
て
積
極
策
が
と
れ
る
し
、

学
生
も
意
に
沿
わ
な
い
企
業
に
就
職
す
る

リ
ス
ク
を
軽
減
で
き
る
か
ら
、
長
い
目
で

み
れ
ば
双
方
に
と
っ
て
利
益
で
す
。
「
新

卒
長
採
旦
と
い
う
や
り
方
は
や
め
た

ほ
、
つ
が
い
い
。

も
っ
と
企
業
も
、
勉
強
す
べ
き
で
す
。

日
本
の
産
業
界
は
非
科
学
的
で
前
時
代
的

で
、
時
代
に
つ
い
て
い
っ
て
い
な
い
。
事

務
部
門
の
効
率
が
悪
す
ぎ
る
。
社
内
の
人

間
関
係
が
も
の
を
言
っ
て
昇
進
が
決
ま
っ

た
り
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
ば
か
ば
か
し

い
。
こ
れ
ま
で
、
日
本
の
労
盟
巾
場
は
な

い
に
等
し
か
っ
た
か
ら
、
人
員
の
採
用
計

画
も
立
て
に
く
か
っ
た
。
景
気
に
合
わ
せ

て
新
卒
採
用
の
人
数
を
増
や
し
た
り
減
ら

し
た
り
し
て
い
る
の
で
は
、
合
理
的
な
人

員
配
置
な
ん
で
で
き
る
わ
け
な
い
。

資
本
学
嚢
の
原
則
は
、
人
間
を
労
働
力

資
源
と
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
を
も
っ

た
人
聞
を
、
最
適
に
配
置
す
る
こ
と
な
ん

で
す
。
こ
う
し
た
原
理
で
動
く
の
が
、
本

来
の
近
代
社
会
で
す
。
組
織
も
ス
リ
ム
に

な
っ
て
効
率
が
高
ま
る
。
な
ん
か
ギ
ス
ギ

ス
し
た
失
云
に
な
り
そ
う
だ
と
い
う
気
が

し
そ
う
で
す
が
、
私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。

A
葉
が
合
理
化
を
進
め
て
い
く
と
、
人
的

資
源
が
そ
の
過
程
で
実
は
た
く
さ
ん
現
れ

て
く
る
。
そ
し
て
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

・
チ

ャ
ン
ス
も
生
ま
れ
、
社
会
の
活
力
が
生
ま

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
を
も
っ
多
様
な
人

び
と
を
受
け
入
れ
る
許
容
度
が
高
ま
る
。

こ
う
い
う
順
番
で
考
え
て
い
っ
た
ら
、

い
る
中
学

・
高
校
を
も
う
ち
ょ
っ
と
簡
単

に
済
ま
せ
て
、
も
う
少
し
早
く
大
学
に
入

れ
て
、
受
験
の
圧
力
と
無
関
係
に
学
部
で

教
養
を
じ
っ
く
り
ゃ
っ
て
基
礎
学
力
を
身

に
つ
け
、
そ
れ
か
ら
専
門
に
進
む
と
い
う

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
ほ
う
が
い
い
ん
で
す
。

ぞ
れ
か
ら
、
大
学
や
大
学
院
は
、
「
経

営
」
の
観
点
を
ぜ
ひ
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
。

教
育
サ
ー
ビ
ス
を
社
会
に
提
供
し
、
学

生
は
そ
の
顧
客
。
お
金
を
き
ち
ん
と
い
た

だ
く
代
わ
り
に
、
学
生
に
は
そ
れ
だ
け
の

満
足
を
与
え
、
社
会
に
も
評
価
し
て
も
ら

う
。
学
校
に
行
っ
て
い
る
聞
は
働
け
な
い

わ
け
で
す
か
ら
、
彼
ら
を
支
え
る
社
会
も
、

間
接
的
に
コ
ス
ト
を
色
稲
一
し
て
い
る
。
そ

の
コ
ス
ト
相
応
に
月
謝
を
引
き
上
げ
、
原

則
と
し
て
、
学
生
に
自
己
負
担
さ
せ
る
。

税
金
を
か
け
る
な
ど
し
て
、
続
が
払
い
に

く
い
シ
ス
テ
ム
を
作
る
。
そ
の
代
わ
り
、

学
生
に
は
全
員
、
奨
学
ロ
l
ン
を
提
供
し

て
、
経
済
的
な
理
由
で
進
学
で
き
な
い
こ

と
が
な
い
よ
う
に
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
、

大
学
聞
に
き
ち
ん
と
拙
翠
康
理
が
働
き
ま

す
。
入
試
を
廃
止
し
た
と
し
て
も
、
奨
学

金
や
奨
学
ロ
l
ン
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
で
、

志
望
者
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。

学
生
に
も
コ
ス
ト
感
覚
が
芽
生
え
る
。

自
分
が
か
ぶ
る
コ
ス
ト
を
取
り
戻
そ
う
と
、

本
当
に
必
要
な
勉
強
を
一
生
懸
命
す
る
よ

う
に
な
る
。
確
実
に
そ
の
道
の
プ
ロ
と
し

て
の
実
力
が
つ
い
た
ら
、
企
業
は
そ
れ
を

評
価
し
て
、
待
遇
の
か
た
ち
で
本
人
に
還

元
す
べ
き
で
す
。
そ
う
い
う
態
勢
が
整
っ

て
、
行
く
べ
き
人
が
大
学
や
大
学
院
に
行

き
、
行
か
な
く
て
も
い
い
人
は
行
か
な
い

と
い
う
最
適
状
態
が
実
現
す
る
。

個
人
が
変
わ
れ
ば

社
会
も
変
わ
る

一
番
大
事
な
こ
と
は
、
自
分
の
職
業
、

自
分
の
職
務
に
対
す
る
誇
り
と
忠
誠
心
だ

と
思
う
ん
で
す
よ
。
会
社
に
対
す
る
忠
誠

人
幸
宋
の
た
め
に
労
働
市
場
が
必
要
だ
、
転

倒

職
市
場
が
必
要
た
、
こ
う
い
う
形
の
人
材

の
供
給
が
必
要
た
、
じ
ゃ
あ
大
学
に
は
こ
暗

う
い
う
ふ
う
に
要
求
し
よ
う
・
・
:
:
と
い
う

メ
リ
ハ
リ
が
出
て
く
る
と
思
う
。
い
ま
は

ま
だ
企
業
の
危
機
感
が
薄
く
、
ぼ
ん
や
り

し
て
い
る
。
大
A
T
t
ど
う
活
用
し
た
ら
い

い
か
に
つ
い
て
、
知
恵
が
回
っ
て
い
な
い
。

こ
ん
な
こ
と
で
は
、
大
学
と
が
っ
ち
り
ス

ク
ラ
ム
を
組
ん
で
い
る
ア
メ
リ
カ
A
金
未
に

太
万
打
ち
で
き
る
わ
け
が
な
い
。

日
本
は
「
大
学
後
進
国
」
だ

教
授
会
の
自
治
な
ど
叩
き
つ
ぶ
せ

-
も
ち
ろ
ん
、
大
学
も
鍛
え
直
さ
な
け
れ

ば
ダ
メ
だ
。

根
本
は
、
や
は
り
人
事
で
す
。
日
本
の

大
学
の
人
事
は
、
大
甘
で
ど
う
し
ょ
う
も

な
い
。

A
業
な
ら
経
験
が
そ
れ
な
り
に
役

に
立
つ
部
分
も
あ
る
が
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム

で
年
功
序
列
を
や
っ
た
ら
、
人
長
末
と
は
比

較
に
な
ら
な
い
害
惑
が
及
ぶ
の
で
す
。

先
月
ま
で
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
滞
在
し

て
い
た
ん
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で

は
、
助
教
授
、
準
教
授
と
教
授
と
の
聞
に

厳
し
い
一
線
が
あ
る
。
準
教
授
は
3
年
や

5
年
の
年
俸
契
約
。
一
方
、
教
授
(
テ
ニ

ユ
ア
身
分
)
は
本
人
が
辞
め
る
と
言
わ
な

い
限
り
そ
の
椅
子
に
す
わ
り
続
け
ら
れ
る

と
い
う
、
も
の
す
ご
い
ポ
ス
ト
な
ん
で
す
。

そ
こ
で
器
奴
の
選
任
で
す
が
、
日
本
だ

っ
た
ら
教
授
会
で

5
人
ぐ
ら
い
の
選
考
委

員
会
を
選
挙
し
て
、
彼
ら
が
適
当
な
人
聞

を
選
ん
で
終
わ
り
。
そ
の
あ
と
投
票
も
あ

る
け
れ
ど
、
形
ば
か
り
で
、
ま
ず
覆
る
こ

と
が
な
い
。
選
考
委
員
会
に
対
す
る
チ
ェ

ッ
ク
が
な
い
に
等
し
い
。

ハ
ー
バ
ー
ド
で
は
、
す
べ
て
の
繋
奴
の

人
事
権
を
、
学
長
が
持
っ
て
い
る
。
た
と

え
ば
社
会
学
教
授
を
選
ぶ
話
が
出
る
と
、

学
長
が
「
ア
ド
ホ
ッ
ク
委
員
会
」
を
組
織

す
る
。
そ
の
分
野
に
詳
し
い
人
多
曲
学
部

心
で
は
な
く
、
専
門
家
と
し
て
の
自
分
に

対
す
る
誇
り
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な

職
務
へ
の
忠
誠
心
。
職
業
へ
の
忠
誠
心
が

あ
る
と
い
う
乙
と
は
、
同
時
に
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
転
職
市
場
も
な
い
と
ダ
メ

な
ん
で
す
。
い
ま
ま
で
の
日
本
み
た
い
な

や
り
方
で
は
、
プ
ロ
フ
エ
ッ
シ
ョ
ン
に
対

す
る
忠
誠
心
は
育
た
な
い
。
育
て
よ
う
と

も
し
て
い
な
い
。
育
で
な
け
れ
ば
、
社
会

は
停
滞
し
ま
す
。
現
に
停
滞
の
ま
っ
た
だ

中
に
い
る
。

高
度
成
長
期
に
は
人
材
が
不
足
し
て
た

か
ら
、
会
社
に
対
す
る
忠
誠
心
と
、
プ
ロ

フ
エ
ッ
シ
ョ
ン
・
自
分
の
職
務
に
対
す
る

忠
誠
心
と
が
両
立
す
る
よ
う
に
見
え
た
。

で
も
経
済
が
飽
和
し
た
と
こ
ろ
で
人
材
を

集
め
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
企
業
の
あ
い
だ

で
人
材
を
シ
ャ
ツ
フ
ル
す
る
し
か
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
若
い
人
は
先
を
読
み
、

会
社
へ
の
忠
誠
心
よ
り
も
、
自
分
に
実
力

を
つ
け
て
プ
ロ
フ
エ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
す
る

忠
誠
心
を
優
先
し
、
プ
ロ
と
し
て
生
き
て

い
く
決
意
と
覚
悟
を
し
て
ほ
し
い
。
そ
う

な
れ
ば
、
会
社
は
変
わ
る
し
、
学
校
も
変

わ
る
し
、
社
会
も
変
わ
る
。
た
だ
し
、
最

初
に
そ
の
方
向
に
踏
み
出
す
の
は
と
て
も

勇
気
が
い
る
し
、
そ
れ
な
り
の
犠
牲
も
払

わ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
で

も
せ
め
て
、
誰
か
が
そ
う
や
っ
て
勇
気
を

出
し
て
い
る
と
き
に
見
て
見
ぬ
振
り
を
し

た
り
、
自
分
が
足
を
引
っ
張
る
側
に
回
っ

た
り
だ
け
は
し
な
い
で
ほ
し
い
。

日
本
の
企
業
社
会
の
現
状
に
合
わ
せ
て
、

無
難
に
生
き
る
だ
け
が
人
生
だ
ろ
う
か
。
∞

時
代
の
流
れ
に
流
さ
れ
て
、
自
分
の
一
生
却

は
な
ん
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
、
年
老
い
て

日

振
り
返
る
の
は
苦
し
い
も
の
だ
。
そ
れ
よ

仰

り
も
、
意
地
と
誇
り
に
か
け
て
、
自
分
の

町

人
生
を
自
分
の
手
に
取
り
一
反
す
。
時
間
も

い

将
李
b
あ
る
若
い
人
び
と
は
、
そ
れ
を
自
町

分
に
投
資
し
、
勇
気
を
も
っ
て
自
分
の
人

生
の
主
人
と
な
っ
て
ほ
し
い
。

出
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』
F

合
『
『
働
市
場
と
い
う
の
は
、
自
分
の
能
力

、-I'、
を
活
か
し
て
働
き
た
い
人
材
と
、
能

、i-
ノ
力
の
あ
る
人
材
を
求
め
る
企
業
の
思

惑
が
一
致
し
て
、
自
由
に
就
職
や
退
職
、
転
職

な
ど
が
で
き
る
市
場
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
資
本
主

義
が
発
達
し
た
以
降
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、

昔
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

で
は
、
資
本
主
義
発
達
前
は
ど
の
よ
う
な
状

況
に
あ
っ
た
か
。
中
世
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
を
例
に
と

る
と
、
農
業
を
中
心
と
し
た
封
建
社
会
の
特
徴

と
し
て
、
職
業
が
世
襲
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で

き
る
。
社
会
は
安
定
し
て
い
て
変
化
に
乏
し
く
、

子
は
親
の
職
業
を
継
ぐ
の
で
労
働
市
場
は
発
生

し
ょ
う
が
な
か
っ
た
。
こ
の
ま
ま
の
状
況
が
つ
づ

け
ば
、
産
業
も
起
こ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ

が
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
は
独
特
な
仕
組
み
を

も
っ
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
と
同
様
に
封
建
社
会

で
あ

っ
た
日
本
に
は
な
か
っ
た
そ
の
仕
組
み
と

は
、
大
学
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
大
学
が
設
立
さ
れ
た
の
は
1
2

0

0
年
頃
。
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ

l
ニ
ャ
大
学
が

最
初
だ
が
、
そ
の
後
各
地
に
大
学
が
で
き
、
神

学
、
医
学
、
法
学
、
哲
学
を
教
え
た
。
生
涯
独

身
を
通
す
聖
職
者
は
そ
も
そ
も
世
襲
が
不
可
能

で
あ
る
が
、
医
師
や
裁
判
官
と
い
っ
た
豊
富
な

知
識
と
高
度
な
頭
脳
を
必
要
と
す
る
職
業
に
お

い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
人
材
を
選
抜
し
て
そ
の
職

業
に
就
く
た
め
の
教
育
を
、
大
学
で
行
な
っ
た

の
で
あ
る
。

封
建
社
会
で
あ
り
な
が
ら
封
建
社
会
と
は
異

な
る
論
理
で
大
学
は
運
営
さ
れ
、
そ
れ
が
後
年

大
き
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
。
哲
学
を

学
ぶ
者
の
な
か
か
ら
ニ
ュ
ー
ト
ン
な
ど
が
登
場

し
、
自
然
科
学
が
生
ま
れ
、
や
が
て
工
学
部
な

ど
が
組
織
さ
れ
て
近
代
産
業
を
支
え
る
原
動
力

と
な

っ
て
い

っ
た
の
だ
。

こ
う
し
て
、
大
学
教
育
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
職

業
に
必
要
な
能
力
の
修
得
を
担
っ
た
。

つ
ま
り

/v 

G 

人
材
を
育
て
た
わ
け
だ
が
、
育
っ
た
人
材
は
や

が
て
企
業
に
属
す
る
か
人
材
と
資
金
を
集
め
て

会
社
を
起
こ
し
、
利
益
が
出
れ
ば
配
当
し
た
。

株
式
会
社
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
の
だ
。

教
会
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
が

企
業
発
展
の
磁
に
な
っ
た

大
学
と
並
ん
で
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
近
代
化
を
推

進
す
る
役
割
を
果
た
し
た
も
の
に
、
教
会
が
あ

る
。
教
会
に
所
属
す
る
人
々
は
生
涯
を
神
に
献

げ
る
た
め
職
務
に
忠
実
で
あ
り
、
ひ
と
た
び
命
令

が
下
れ
ば
世
界
の
果
て
ま
で
伝
道
し
て
歩
い
た
。

こ
れ
は
言
っ
て
み
れ
ば
軍
隊
に
匹
敵
す
る
組
織
で

あ
り
、
神
を
資
本
家
に
置
き
換
え
れ
ば
株
式
会

社
に
な
る
。

つ
ま
り
、
教
会
が
世
俗
化
す
る
こ

と
で
、
職
務
へ
の
忠
実
さ
や
分
業
の
シ
ス
ナ
ム
、

文
書
や
法
律
を
用
い
た
手
続
き
な
ど
の
社
会
技

人材教育と配置に
おける原点は
ヨーロツバ中世の
大学と教会にある

術
が
す
べ
て
、
会
社
の
利
益
追
求
の
た
め
に
使

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
、
つ
し
て
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で

は
、
人
材
を
結
束
さ
せ
、
会
社
を
つ
く
り
、
世

界
各
国
で
の
植
民
地
経
営
に
乗
り
出
し
て
い
っ

た
。一

方
、
中
国
に
お
い
て
は
、
大
学
も
教
会
も

な
く
、
あ
る
の
は
官
僚
制
だ

っ
た
。
唐
の
時
代

に
発
展
し
宋
の
頃
完
成
し
た
官
僚
制
の
特
徴
は
、

人
間
を
支
配
す
る
者
/
支
配
さ
れ
る
者
の
二
種

類
に
分
け
る
こ
と
で
あ
り
、
支
配
者
と
は
儒
教

の
知
識
が
豊
富
な
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
極
め
て

難
解
な
試
験
に
よ
っ
て
選
抜
し
、
本
人
が
そ
の

仕
事
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
無
視
し
て
、
成
績
順

で
配
置
を
決
定
し
て
い
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
教
会
、
た
と
え

ば
イ
エ
ズ
ス
会
に
お
い
て
は
、
仕
事
を
し
な
が
ら

本
人
の
能
力
や
適
性
に
応
じ
て
人
材
を
配
置
し

て
い
た
。
ま
さ
に
適
材
適
所
で
あ
る
。

近
年
の
ア
メ
リ
カ
の
強
さ
も
こ
こ
に
あ
る
。
そ

も
そ
も
伝
統
社
会
の
な
い
こ
の
国
で
は
、
誰
で

も
が
大
学
へ
進
む
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
で
学
ん
だ

r 

専
門
知
識
に
よ
っ
て
職
業
を
得
る
と
い
う
意
識

が
個
人
レ
ベ
ル
ま
で
浸
透
し
た
。
大
学
の
教
育

力
は
高
ま
り
、
生
み
出
す
人
材
の
レ
ベ
ル
は
向

上
し
つ
づ
け
、
同
時
に
人
材
の
配
置
や
抜
擢
に

お
け
る
合
理
的
で
公
平
な
シ
ス
テ
ム
も
開
発
さ

れ
た
た
め
、
最
も
発
達
し
た
労
働
市
場
が
形
成

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
日
本
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

企
業
間
に
あ
る
べ
き
労
働
市
場
は
こ
れ
ま
で
、

企
業
内
に
し
か
な
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
今
後
を
考
え
れ
ば
、
人
間
の
や
る
気
と
主

体
性
を
育
て
、
個
人
の
自
主
性
と
企
業
の
合
理

性
が
噛
み
合
う
よ
う
に
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
し企

業
は
自
己
変
革
を
し
て
年
功
序
列
を
廃
し
、

新
た
な
昇
進
と
抜
擢
の
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
べ
き

だ
し
、
大
学
は
教
育
力
を
高
め
、
個
人
も
ま
た

組
織
に
依
存
せ
ず
自
力
で
能
力
を
磨
い
て
い
く

こ
と
が
大
切
に
な
る
。
現
代
の
日
本
は
、
大
学

と
教
会
が
機
能
し
た
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
原
点
に
、
立

ち
返
る
必
要
が
あ
る
。

橋爪大三郎
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「個」の

確
立
が

責
任
を
生
み
、

新
た
な

連
帯
を
生
む

昨
年
、
財
団
法
人
社
会
経
済
生
産
性
本
部
の
社
会
政
策
特
別
委
員
会
で
、

『
引
世
紀
を
展
望
し
た
教
育
改
革
の
あ
り
方
』
を
提
言
し
た
橋
爪
氏
。

大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
そ
の
提
言
に
は
、
単
に
教
育
に
と
と
ま
S
歩
、

社
会
学
者
の
目
か
S
見
た
目
本
の
抱
え
る
諸
問
題
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。

「
個
」
の
責
任
に
よ
る
「
選
択
」
で

硬
直
化
し
た
社
会
を
再
設
計
せ
よ

い
ま
日
本
は
、
社
会
の
シ
ス
テ
ム
が
硬

直
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
末
期
症
状
が
、

あ
ち
こ
ち
に
噴
出
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
い
ま
盛
ん
に
言
わ
れ
て
い

る
口
歳
。
普
か
ら
こ
の
年
代
は
危
険
忘
年

頃
と
さ
れ
て
い
て
、
た
ま
た
ま
げ
歳
の
事

件
が
続
い
た
だ
け
で
大
騒
ぎ
し
す
ぎ
で
す
。

大
騒
ぎ
す
る
の
は
、
問
題
の
本
質
を
考
え

る
力
を
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
も
一
般
の
へ
ひ

と
も
失
っ
て
い
る
か
ら
。
で
は
問
題
の
本

質
と
は
何
か
。

端
的
に
言
え
ば
、
学
校
の
存
在
が
大
き

す
ぎ
る
の
で
す
。
ど
の
親
も
、
子
ど
も
が

ち
ゃ
ん
と
学
校
に
行
っ
て
、
そ
れ
な
り
の

成
績
を
収
め
て
ぐ
ら
い
し
か
考
え
な
い
。

価
値
観
が
あ
ま
り
に
一
元
化
し
て
い
る
。

と
な
れ
ば
、
学
校
に
合
わ
な
い
人
間
の
行

き
場
が
な
く
な
る
の
は
当
た
り
前
だ
。

日
本
の
学
校
制
度
は
、
大
一
部
分
の
人
び

と
が
農
民
、
商
人
、
職
人
だ
っ
た
時
代
に

で
き
た
も
の
で
す
。
人
び
と
の
背
景
が
ば

ら
ば
ら
だ
か
ら
、
せ
め
て
学
校
で
は
画
一

的
に
教
育
し
な
い
と
、
国
民
が
形
成
で
き

な
か
っ
た
。
画
一
的
で
あ
る
こ
と
が
、
子

ど
も
に
と
っ
て
は
平
等
で
あ
り
解
放
だ
っ

た
。
で
も
戦
後
も
均
年
代
か
ら
あ
と
は
、

誰
も
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
社
会
に
な
っ
た
。

画
一
的
で
あ
る
乙
と
は
、
竿
獄
に
等
し
い
。

新
た
な
教
育
シ
ス
テ
ム
が
求
め
ら
れ
る

ゆ
え
ん
で
す
。
学
校
一
元
的
な
価
値
観
の

社
会
を
、
覆
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で

も
そ
れ
は
、
開
阜
で
な
い
。

日
本
人
は
、
自
分
で
社
会
を
つ
く
り
変

え
た
経
験
が
な
い
の
で
す
。
社
会
は
変
え

ら
れ
る
、
変
え
た
ほ
う
が
よ
い
と
き
に
は

変
え
る
と
い
う
近
代
社
会
の
原
則
を
、
わ

か
っ
て
い
な
い
。
戦
後
改
苗

E
、
外
国
に

設
計
か
ら
施
工
ま
で
お
任
せ
に
し
て
し
ま

っ
た
わ
け
で
し
ょ
う
。
で
も
そ
れ
も
、
耐

用
年
数
が
来
た
。
昭
和
却
年
代
と
、
現
代

と
で
は
社
会
の
宮
震
が
ま
る
で
違
う
。

社
会
の
設
計
を
し
直
す
に
は
、
キ
立
体
が

必
要
で
す
。
そ
の
主
体
が
、
個
人
な
の
で

す
。
「
個
人
の
自
立
」
と
、
か
け
声
だ
け

は
誰
で
も
口
に
し
ま
す
が
、
そ
ん
な
個
人

は
現
れ
な
り
そ
れ
は
人
ひ
と
が
、
も
つ

一
方
で
、
「
個
」
が
重
視
さ
れ
る
と
と
に

不
安
を
抱
い
て
い
る
か
ら
で
す
。
個
が
自

立
し
た
ら
、
共
同
体
や
連
帯
が
ま
す
ま
す

弱
ま
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
ね
。

私
は
「
個
」
的
で
あ
る
こ
と
に
不
安
を

覚
え
る
必
要
は
、
ま
っ
た
く
な
い
と
思
う
。

む
し
ろ
、
人
間
が
個
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

必
ず
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
つ
な
が
り
を
生

み
出
せ
る
は
、
ず
な
の
で
す
。

個
を
碁
十
本
に

す
る
と
言
っ
て
も
、
た
っ
た
一
人
で
生
き

ら
れ
る
人
間
な
ん
か
い
な
い
わ
け
で
す
か

ら
、
必
ず
僧
と
個
が
ど
う
い
う
つ
な
が
り

を
築
い
た
ら
い
い
か
を
、
真
剣
に
考
え
る
。

別
な
言
い
方
存
』
す
る
と
、
こ
の
問
題
は
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
社
会
と
日
本
の
文
化
が
矛

盾
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
社
会
の
特
徴
は
、
企
業
の
中

で
人
材
が
最
適
配
置
、
つ
ま
り
能
力
に
よ

っ
て
配
置
さ
れ
る
と
と
で
し
ょ
う
。
家
庭

は
企
業
で
は
な
い
か
ら
、
親
の
職
業
と
子

ど
も
の
職
業
が
継
承
で
き
ず
、
関
係
な
く

な
る
。
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
社
会
、
近
代
社
会

は
、
こ
の
意
味
で
個
人
士
室
我
的
で
し
か
あ

り
え
な
い
の
で
す
。
父
と
母
、
夫
と
妻
の

関
係
も
、
子
ど
も
と
の
関
係
も
個
人
主
義

的
。
だ
か
ら
普
通
教
育
に
よ
っ
て
子
ど
も

を
社
会
化
し
、
社
会
を
再
組
織
化
す
る
し

か
な
い
。
と
乙
ろ
が
日
本
が
乙
こ
ま
で
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
社
会
に
な
っ
た
の
は
ほ
ん
の

一
世
代
全
面
代
前
の
こ
と
な
の
で
、
人

び
と
が
そ
れ
に
適
応
し
て
い
な
い
。
行
動

様
式
は
あ
い
か
わ
ら
ず
集
団
キ
義
的
だ
し
、

社
会
制
度
の
ほ
う
も
画一

的
な
ま
ま
だ
。

い
ま
の
日
本
で
は
、
自
立
し
た

「個」

に
な
る
よ
り
も
、

他
人
に
も
た
れ
か
か
り
、

会
社
に
頼
っ
て
生
き
て
い
く
ほ
う
が
楽
な

ん
で
す
。
大
企
業
に
就
職
す
れ
ば
、
な
ん

と
な
く
誰
か
が
頑
張
っ
て
い
る
か
ら
、
残

り
の
み
ん
な
も
な
ん
と
な
く
そ
れ
で
す
む
。

こ
う
い
う
社
会
で
は
、
「
で
き
る
人
」
は

恵
ま
れ
な
い
し
、
「
で
き
な
い
人
」
は
疎

外
感
を
抱
く
。
個
人
に
と
っ
て
も
社
会
に

と
っ
て
も
不
幸
で
す
。
こ
ん
な
こ
と
で
済

ん
で
い
る
の
は
、
み
ん
な
「
乙
こ
は
日
本

だ
」
と
安
心
し
、

日
本
に
い
る
ご
と
に
安

住
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

ア
メ
リ
カ
と
比
較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ア
メ
リ
カ
は
、

何
か
ら
何
ま
で
「
選
択
」

で
成
り
立
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
サ
ン

ド
イ
y
チ
。
注
文
す
る
に
は
、
ま
ず
は
パ

ン
の
種
類
、
サ
イ
ズ
、
そ
れ
か
ら
中
身
、

ソ
l
ス
:
:
:
と
、
も
の
す
ご
い
リ
ス
ト
を

チ
ェ
ッ
ク
し
な
い
と
買
え
な
い
。
な
ぜ
か

と
い
う
と
、
売
る
側
の
責
任
逃
れ
で
す
。

「
あ
な
た
が
選
ん
だ
の
だ
か
ら
、
私
は
知

り
ま
せ
ん
」
「
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
が
ま
ず
か

っ
た
ら
、
あ
な
た
の
選
択
が
悪
か
っ
た
せ

い
で
す
」
。
イ
ギ
リ
ス
人
が
文
句
を
言
っ

て
い
ま
し
た
か
ら
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
社

会
の
特
徴
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

選
択
に
は
リ
ス
ク
が
つ
き
も
の
で
す
。

誰
か
が
自
分
の
た
め
に
何
か
を
や
っ
て
く

れ
る
な
ん
て
普
通
期
待
で
き
な
い
。
リ
ス

ク
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
、
人
格
の
重
要
な

構
成
要
素
な
の
で
す
。
リ
ス
ク

・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
は
、
個
人
に
と
っ
て
は
「
孤
独
に

耐
え
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
し
、
社
会
に

と
っ
て
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
に
な
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
税
金
を
払
っ
て
セ
キ
ユ
リ

-~r で② 
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自
分
の
弱
さ
を
受
け
入
れ
、
強
さ
へ
と
転
換
し
て
い
く

28 

橋
爪
大
三
郎

今
こ
こ
に
、
こ
う
し
て
存
在
し
て
い
る
自
分
。

に
し
か
存
在
し
え
な
い
自
分
こ
そ
「
自
分
」
だ
。
「
も
う
ひ
と

り
の
自
分
」
な
ん
て
い
な
い
。
そ
う
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
「
も
う
ひ
と
り
の
自
分
」
な
ど
と
い
う
も
の
が
も
し

い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
他
人
か
ら
見
た
自
分
、
こ
う
あ
っ
て

ほ
し
い
と
だ
れ
か
が
私
に
つ
い
て
考
え
る
「
自
分
」
な
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

私
は
大
三
郎
と
い
う
名
前
で
す
が
、
ち
っ
と
も
大
き
く
な
い
。

こ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
名
づ
け
た
父
の
願
い
は
、
空
振
り
し
た

わ
け
で
す
。
父
は
ス
ポ
ー
ツ
好
き
で
、
パ
ス
ケ
や
ら
ボ

l
ト
や

ら
水
泳
や
ら
な
ん
で
も
得
意
だ
っ
た
。
父
に
し
て
み
れ
ば
、
運

動
で
体
を
鍛
え
、
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
て
、
勉
強
も
よ
く
で
き

る
の
が
好
青
年
で
あ
る
。
私
に
も
そ
れ
を
望
ん
で
い
ま
し
た
。

で
も
私
は
、
病
気
が
ち
で
体
も
弱
く
、
色
白
で
ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ

の
子
供
で
し
た
。

こ
ん
な
ふ
う

そ
れ
が
強
さ
に

ば
、
こ
れ
以
上
弱
く
な
り
ょ
う
が
な
い
の
で
、

転
換
で
き
る
と
い
う
こ
と
も
分
か
っ
た
。

ど
ん
な
場
面
で
も
必
ず
強
く
あ
り
続
け
る
人
間
な
ん
て
、

る
わ
け
が
な
い
。
弱
い
な
り
に
、
自
分
の
身
の
た
け
の
大
き
さ

で
歩
い
て
い
け
ば
い
い
。
け
っ
し
て
無
理
や
高
望
み
を
せ
ず
、

等
身
大
の
自
分
の
ま
ま
で
自
分
な
り
の
努
力
を
こ
つ
こ
つ
続
け

て
い
く
。
そ
う
す
れ
ば
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
ひ
と
回

り
ず
っ
成
長
し
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
自
分
」
が
「
自
分
ら
し
く
」
あ
る
こ
と
に
、
決
ま
っ
た
公
式 しE

球
技
も
格
闘
技
も
、
と
に
か
く
ス
ポ
ー
ツ
と
名
の
つ
く
も
の

は
す
べ
て
苦
手
。
泣
き
虫
で
臆
病
で
、
父
に
す
れ
ば
さ
ぞ
歯
が

ゆ
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
父
の
期
待
に
こ
た
え
よ
う
と
が
ん

ば
っ
て
み
ま
し
た
が
、
次
の
日
に
は
熱
を
出
し
て
し
ま
う
始
末

で
す
。
小
学
三
年
生
の
と
き
は
肺
結
核
に
な
り
か
け
て
半
年
寝

込
み
、
あ
や
う
く
留
年
す
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

こ
ん
な
弱
い
私
が
生
き
て
い
く
の
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い

だ
ろ
う
。
体
力
で
張
り
合
っ
て
も
、
勝
て
る
わ
け
が
な
い
。
あ

れ
こ
れ
考
え
、
私
は
自
分
が
弱
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
の

ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
自
分
の
弱
さ
か
ら
逃
げ

て
い
た
の
で
は
、
ま
す
ま
す
弱
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

自
分
の
弱
さ
を
受
け
入
れ
て
み
る
と
、
他
人
の
弱
さ
も
よ
く

見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
人
に
勝
た
な
い
と
気
の
す
ま
な
い

人
。
外
見
や
体
裁
に
こ
だ
わ
る
人
。
み
な
自
分
の
弱
さ
を
見
つ

め
る
勇
気
の
な
い
人
間
に
見
え
て
く
る
。
弱
さ
を
受
け
入
れ
れ

-.::;;，ζ回でで@ 

な
ど
な
い
と
思
う
。
他
人
の
や
り
方
も
参
考
に
は
な
ら
な
い
。

今
の
自
分
と
ま
っ
た
く
違
う
、
も
う
ひ
と
り
の
自
分
に
な
り
た

い
と
、
焦
っ
て
も
仕
方
が
な
い
。
自
分
は
本
当
は
ど
う
あ
り
た

い
の
か
、
心
の
底
に
耳
を
す
ま
せ
る
。
納
得
で
き
な
い
こ
と
、

気
に
そ
ま
な
い
こ
と
を
し
な
い
で
す
ま
せ
る
た
め
な
ら
、
犠
牲

を
い
と
わ
な
い
。
自
分
で
あ
る
こ
と
を
満
足
に
思
い
、
誇
り
に

思
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
、
そ
う
じ
た
小
さ
な
積
み
重
ね

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

: 

‘ 
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は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ
う

一
九
四
八
年
、
神
奈
川
県
生

ま
れ
。
東
京
大
学
大
学
院
社

会
学
研
究
科
修
了
。
現
在
、

東
京
工
業
大
学
大
学
院
社
会

理
工
学
研
究
科
教
授
。
著
書

に

『
は
じ
め
て
の
構
造
主
義
」

「
橋
爪
大
三
郎
の
社
会
学
講

義
』『
同
2
」
な
ど
が
あ
る
。
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何
色
変
わ
っ
て
い
な
い
〆
飢
餓
の
解
消
よ
り

一握

μ

が
金
正
自
の
最
大
の
狙
い
だ

独裁者

p.16'18 小学館

ハ
ー
ド
な
政
治
・
軍
事
分
析
か
ら

純
粋
旅
行
記
、
お
笑
い
系
ま
で
「
北

朝
鮮
本
」
は
数
多
あ
る
が
、
今
年
8

月
に
出
版
さ
れ
た

『こ
ん
な
に
困
っ

た
北
朝
鮮
』
(
メ
タ
ロ
i
グ
社
刊
)
は
、

義
の
社
会
堂
官
に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク

な
北
朝
鮮
国
家
論
と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
る
。
著
者
の
橋
爪
大
三
郎
氏

は
、
実
際
に
北
朝
鮮
を
訪
れ
、
な
ぜ

北
朝
鮮
は
崩
壊
し
な
い
の
か
、
な
ぜ

北
朝
鮮
か
ら
飢
銭
が
な
く
な
ら
な
い

の
か
、
金
日
成

・
正
日
父
子
は
い
か

に
独
裁
政
権
を
維
持
・
継
承
し
て
き

た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
社
会
学
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
て
い
る
。
北

朝
鮮
、
と
り
わ
け
金
正
日
総
書
記
を

め
ぐ
る
報
道
が
大
き
く
揺
れ
動
く
い

ま
、
改
め
て
そ
の
本
質
を
橋
爪
氏
に

分
析
し
て
も
ら
っ
た
。

*
 

い
ま
こ
の
瞬
間
に
地
上
か
ら
消
え

去
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
園
、
そ
れ

が
北
朝
鮮
だ
。
こ
の
国
を
ど
う
し
て

も
、
自
分
の
目
で
見
て
お
き
た
い
。

そ
う
思
っ
て
%
年
6
月
、
主
朝
鮮
の

土
を
踏
ん
だ
。
私
も
社
会
学
者
の
端

く
れ
、
短
い
旅
行
で
も
、
社
会
科
学

の
方
法
を
駆
使
す
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ

WSAPI(j)~第 12 巻第 17 号通巻 258 号

リ
ー
ダ
ー
が
外
界
の
情
報
を
取
捨
選

択
し
、
都
合
の
よ
い
と
こ
ろ
を
選
ん

で
ひ
と
つ
の
世
界
観
に
ま
と
め
あ
げ

る
。
そ
し
て
国
民
一
人
ひ
と
り
に
、

そ
の
思
想
を
コ
ピ
ー
さ
せ
る
。
そ
れ

以
外
の
思
想
は
、
存
在
す
ら
許
さ
れ

な
い
。
そ
れ
が
「
唯
一
思
想
」
だ
。

北
朝
鮮
の
独
裁
は
、
官
在
と
世
界
観

の
支
配
が
徹
底
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

特
徴
が
あ
る
。

北
朝
鮮
の
場
合
、
こ
れ
が
、

2
zく

行
き
過
ぎ
て
、
改
革
が
や
り
に
く
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
改
革
は
、
新
し

い
ア
イ
デ
ア
に
も
と
づ
い
て
、
人
ぴ

と
が
創
意
工
夫
に
も
と
づ
い
て
社
会

を
改
造
す
る
こ
と
を
い
う
。
け
れ
ど

も
、
唯
一
思
想
に
反
す
る
か
も
し
れ

な
い
新
し
い
ア
イ
デ
ア
な
ど
怖
く
て

北朝鮮の馬脚SIMULATION REPORT 

み
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
。

そ
れ
で
『こ
ん
な
に
因
っ
た
北
朝
鮮
』

と
い
う
本
が
生
ま
れ
た
。

北
朝
鮮
と
聞
け
ば
、
誰
も
が
飢
え

と
食
料
難
を
思
い
浮
か
べ
る
。
た
し

か
に
ひ
ど
い
状
・
司
た
が
、
発
展
途
上

国
と
違
っ
て
、
そ
れ
で
も
社
会
は
解

体
し
な
い
。
北
朝
鮮
の
人
び
と
は
困

難
に
じ
っ
と
堪
え
て
い
る
。
日
本
人

に
似
て
も
い
る
。
本
来
な
ら
立
派
に

経
済
を
運
営
す
る
カ
が
あ
る
は
ず
だ

が
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

よ
ほ
ど
指
導
者
に
問
題
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
。
独
裁
者
金
日
成
、
金

-
正
日
親
子
の
責
任
は
大
き
い
。

独
裁
者
に
も
、
い
ろ
い
ろ
タ
イ
プ

が
あ
る
。
旧
ソ
連
帝
国
の
後
押
し
で

権
力
を
手
広
し
た
独
裁
者
た
ち
は
、

冷
戦
の
解
体
と
と
も
に
そ
の
座
か
ら

こ
ろ
げ
落
ち
た
。
し
か
し
、
北
朝
鮮

の
金
政
権
は
安
泰
だ
。
は
じ
め
は
ソ

か
い
ら
い

遠
の
健
偏
だ
っ
た
金
日
成
も
、
朝
鮮

戦
争
や
中
ソ
論
争
を
か
い
く
ぐ
っ
て

「
主
体
」
思
想
を
立
ち
上
げ
、
独
裁

者
と
し
て
自
前
の
権
威
と
権
力
基
盤

を
固
め
た
か
ら
だ
。

「
主
体
」
を
強
調
す
る
の
は
、
本
当

の
意
味
で
主
体
的
に
な
れ
な
い
北
朝

鮮
の
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
裏
返
し

で
あ
る
。
金
日
成
は
、
レ
l
ニ
ン
や

毛
沢
東
と
違
っ
て
、
革
命
や
独
立
戦

争
に
よ
っ
て
北
朝
鮮
の
建
国
を
か
ち

と
っ
た
わ
け
で
は
な
い
@
南
北
分
割

占
領
の
ど
さ
く
さ
に
、
ソ
速
に
か
つ

ぎ
だ
さ
れ
た
だ
け
だ
。
「
金
日
成
将

軍
」
の
北
朝
鮮
は
、
政
権
の
ρ

正
統

性
'
に
疑
問
が
あ
る
。
そ
れ
が
よ
く

わ
か
っ
て
い
る
金
日
成
は
、
政
敵
を

つ
ぎ
つ
ぎ
粛
清
し
、
誰
も
そ
の
凝
閣

を
口
に
で
き
な
い
体
制
を
つ
く
り
あ

げ
た
。
金
正
日
は
、
父
親
を
神
格
化

す
る
た
め
に
全
力
を
尺
ミ
し
、
究
極

の
独
裁
体
制
を
完
成
さ
せ
た
。

北
朝
鮮
の
独
裁
体
制
は
、
ヒ
下
ラ

ー
や
ス
タ
ー
リ
ン
、
毛
沢
東
な
ど
の

や
ゆ
方
を
集
大
成
し
、
独
特
の
要
素

を
つ
け
加
え
た
強
固
な
も
の
だ
。

北
朝
鮮
の
独
裁
政
権
は

新
興
宗
教
そ
の
も
の

金
日
成
の
独
裁
は
、
戦
前
の
天
皇

制
に
も
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

あ
と
も
と
朝
鮮
の
近
代
化
は
、
お
年

閣
の
日
本
統
治
時
代
に
、
天
皇
制
の

出
せ
な
い
し
、
下
か
ら
の
改
革
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
湧
い
て
こ
な
い
。
北
朝

鮮
で
ほ
ん
と
う
に
主
体
的
に
ふ
る
ま

え
る
の
は
独
裁
者
だ
け
だ
か
ら
、
改

革
は
上
か
ら
進
め
る
し
か
な
い
。

中
国
で
は
、
農
業
集
団
化
も
計
画

経
済
も
不
徹
底
だ
っ
た
の
で
、
郡
小

平
が
改
革
開
放
に
ゴ
l
サ
イ
ン
を
だ

し
た
と
た
ん
に
、
家
族

請
負
制
の
農
民
た
ち
が

張
り
切
っ
て
、
農
業
生

産
を
増
大
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。
北
朝
鮮
で

は
こ
う
は
い
か
な
い
。

金
日
成
は
、
カ
1
タ

I
元
米
大
統
領
と
会
う

こ
と
に
決
め
た
際
、
改

革
に
向
け
て
舵
を
切
り

か
け
て
い
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。
ソ
速
か
ら
輸

入
し
て
い
た
石
油
が
ス

ト
ッ
プ
し
、
ど
ん
底
の

状
況
で
ア
メ
リ
カ
と
戦

争
の
一
歩
手
前
ま
で
行

っ
た
例
年
の
こ
と
だ
。

し
か
し
金
日
成
は
、
親

分
肌
で
イ
ン
テ
リ
で
は

北朝鮮句麗績の失敗は人災だ.

な
く
、
改
革
を
ど
う
進
め
た
ら
い
い

か
と
い
う
知
識
も
ア
イ
デ
ア
も
乏
し

か
っ
た
。
タ
イ
ミ
ン
グ
も
還
す
ぎ
た
。

い
っ
ぽ
う
金
正
日
は
、
金
日
成
総

合
大
学
を
率
業
し
た
イ
ン
テ
リ
だ
。

彼
に
し
て
も
、
経
済
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

や
国
際
社
会
の
ル
l
ル
を
ど
こ
ま
で

理
解
し
て
い
る
か
疑
問
で
あ
る
。
け

れ
ど
も
彼
は
、
北
朝
鮮
の
危
機
を
逆

手
に
取
り
、
ア
メ
リ
カ
と
の
交
渉
を

成
功
さ
せ
、
金
大
中
大
統
領
と
の
南

北
ト
ッ
プ
会
談
も
実
現
し
た
。
金
日

成
も
な
し
え
な
か
っ
た
こ
と
だ
。

父
の
死
で
さ
5
に
強
化

さ
れ
た
金
正
日
の
独
裁

金
正
日
は
、
ど
の
よ
う
に
権
力
を

継
承
し
た
の
か
。
い
ろ
い
ろ
の
情
報

を
総
合
す
る
と
、
九
年
頃
に
は
実
悼
慨

を
握
り
、
後
継
者
と
し
て
の
地
位
を

確
立
し
た
と
み
ら
れ
る
。
彼
の
権
力

は
党
の
官
長
部
、
組
織
部
を
基
盤
と

す
る
も
の
。
す
べ
て
の
組
織
が
党
書

記
に
よ
っ
て
、
そ
の
党
書
記
は
組
織

部
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
る
と
い
う
北

朝
鮮
独
特
の
シ
ス
テ
ム
に
も
と
づ
い

て
い
る
。
そ
こ
で
ぺ
権
威
は
金
日
成

が
、
実
権
は
金
正
日
が
握
る
と
い
う

二
重
権
刀
状
況
が
続
い
て
い
た
わ
け

だ
が
、
金
日
成
の
死
で
そ
れ
が
解
消

し
、
金
正
日
の
権
力
基
盤
は
か
え
っ

て
強
化
さ
れ
た
と
も
言
、
え
る
。

金
正
日
は
、
父
・
金
日
成
ほ
ど
に

あ
カ
リ
ス
マ
も
業
績
も
な
い
こ
と
に

コ
ン
プ
レ

ッ
ク
ス
を
も
ち
、
国
民
の

あ
い
だ
に
人
気
も
人
望
も
な
い
こ
と

も
わ
か
っ
て
い
る
。
記
念
碑
的
建
造

物
を
建
て
ま
く
り
、
映
画
づ
く
り
を

輩
世
帯
す
る
ぐ
ら
い
し
か
、
目
立
っ
た

功
績
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
賢

明
に
も
、
慎
重
に
3
年
あ
ま
り
の
時

間
を
か
け
て
一
線
の
部
隊
を
た
び
た

び
訪
問
、
人
民
軍
の
掌
握
に
つ
と
め

た
。
核
や
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
な
ど
、
軍

の
予
算
も
最
優
先
し
た
。
そ
の
た
め

に
餓
死
者
が
で
る
こ
と
・
も
い
と
わ
な

か
っ
た
。
こ
う
し
て
軍
の
基
盤
を
固

め
た
か
ら
こ
そ
、
つ
ぎ
の
外
交
攻
勢

に
転
じ
た
の
だ
と
思
う
。

金
正
日
は
、
情
報
の
重
要
性
や
か

け
ひ
き
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。
C
N

N
な
ど
西
側
の
テ
レ
ビ
も
よ
く
み
て

い
る
と
い
う
。
そ
の
気
に
な
れ
ば
、

西
側
の
動
き
を
あ
る
程
度
読
む
こ
と
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橋
爪
大
三
郎
関

金目成、金E自の独裁世担体制が今日の北朝鮮を

宗教国家にしてしまった.

規
律
訓
練
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
金

日
成
自
身
も
、
日
本
の
天
皇
制
を
研

究
し
た
ふ
し
が
あ
る
。
神
話
を
ふ
り

ま
き
、
「
御
真
影
」
を
拝
み
、
「
皇
太

子
」
の
金
正
日
が
権
力
を
世
襲
す
る
。

ス
タ
ー
リ
ン
主
義
独
裁
の
偶
墜
弄

の
や
り
方
が
、
な
ん
と
な
〈
天
皇
制

風
で
あ
る
。

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
マ
ル
ク

ス
・
レ
l
ニ
ン
主
義
に
、
世
相
伎
な
ど

と
い
ろ
考
え
方
は
な
い
。
中
国
も
あ

き
丸
た
。
し
か
し
金
日
成
は
、
も
の

と
も
し
な
い
。
息
子
の
金
正
日
な
ら
、

フ
ル
シ
チ
ヨ
フ
や
林
彪
と
違
っ
て
、

自
分
を
裏
切
っ
た
り
批
判
し
た
り
す

る
心
配
が
な
い
。
政
権
の
安
定
の
た

め
な
ら
、
矛
盾
し
て
い
よ
う
と
な
ん

で
も
つ
ぎ
は
ぎ
す
る
。
徹
底
し
た
プ

ラ
グ
マ
テ
イ
ス
ト
の
彼
が
築
き
上
げ

た
宗
教
国
家
が
北
朝
鮮
だ
唱

北
朝
鮮
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
な
ど

の
新
興
宗
教
と
も
よ
く
似
て
い
る
。

新
興
宗
教
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
世
界
観

が
す
べ
て
を
支
配
す
る
。
そ
れ
に
は

ま
ず
、
外
界
の
情
報
を
遮
断
す
る
。

θ ‘ぬク0でで

が
で
き
る
。
い
っ
ぽ
う
西
側
に
は
、

北
朝
鮮
の
情
報
が
極
端
に
乏
し
く
、

内
情
が
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い。

こ

う
し
た
情
報
ギ
ャ
ッ
プ
も
、
か
け
ひ

き
に
有
利
で
あ
る
。

ヒ
ト
ラ
ー
の
例
で
も
わ
か
る
よ
う

に
、
独
裁
国
家
は
民
主
主
義
国
家
よ

り
も
、
イ
チ
か
パ
チ
か
の
外
交
が
や

り
や
す
い
。
外
交
官
も
軍
人
も
、
独

裁
者
の
権
力
に
心
服
し
、
職
務
に
集

中
で
き
る
。
金
正
日
が
決
断
し
た
南

北
会
談
は
、
劇
的
な
宣
伝
効
果
を
収

め
、
韓
国
や
日
本
や
国
際
社
会
の
空

気
を
一
変
さ
せ
た
。

し
か
し
、
金
正
日
の
外
交
攻
勢
が

北
朝
鮮
国
内
に
ど
の
よ
う
な
は
ね
か

え
り
を
も
た
ら
す
か
も
、
慎
重
広
見

極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
外
交
は

双
方
の
合
意
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
か

ら
、
相
手
の
い
う
こ
と
も
聞
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
金
正
日
が
ソ
ウ
ル

を
訪
問
す
れ
ば
、
北
朝
鮮
圏
内
の
映

像
に
い
や
で
も
韓
国
の
繁
栄
が
映
し

出
さ
れ
る
。
閉
ざ
さ
れ
た
独
裁
国
家

が
国
際
社
会
に
窓
を
開
け
る
の
は
、

危
険
な
こ
と
な
の
だ
。

北
朝
鮮
人
民
軍
の
立
場
も
微
妙
で

あ
る
。
韓
国
・
ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争

応
備
え
て
常
時
臨
機
態
勢
を
し
き
、

圏
内
で
特
権
的
な
地
位
に
あ
る
人
民

軍
に
と
っ
て
、
対
外
開
放
や
外
資
の

導
入
、
国
内
改
革
が
進
む
こ
と
は
、

相
対
的
な
地
位
低
下
に
通
じ
る
。
核

や
ミ
サ
4
ル
開
発
に
待
っ
た
が
か
か

る
こ
と
に
は
、
箪
も
本
気
で
反
対
す

る
だ
ろ
う
。
金
正
日
と
し
て
は
、
外

交
の
成
果
を
武
器
に
、
圏
内
で
の
威
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信
を
さ
ら
に
高
め
、
政
策
の
転
換
を

徹
底
さ
せ
た
い
と
こ
ろ
だ
。

北
朝
鮮
が
自
滅
を
避
け
よ
う
と
す

れ
ば
、
対
外
開
放
に
踏
み
切
り
、
韓

国
の
経
済
協
力
を
あ
お
ぐ
以
外
に
な

い
。
そ
の
得
失
を
十
分
に
検
討
し
た

う
え
で
の
、
南
北
含
談
で
あ
り
政
策

転
換
で
あ
ろ
う
。
だ
が
や
は
り
、
矛

盾
も
大
き
い
。
韓
国
が
北
朝
鮮
を
援

助
す
る
に
は
、
そ
れ
が
人
民
軍
の
戦

力
強
化
に
結
び
つ
か
ず
、
韓
国
の
安

全
も
保
障
さ
れ
る
と
い
、
つ
保
証
が
必

要
だ
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
投
資
が
起

こ
ら
な
い
。
い
ま
の
北
朝
鮮
に
は
、

民
間
活
力
な
ど
な
い
に
等
し
い
の
で
、

投
資
を
北
朝
鮮
の
政
府
が
直
接
受
け

入
れ
、
責
任
を
も
っ
以
外
に
な
い
。

経
済
が
回
転
し
て
い
く
閥
、
軍
は
黙

っ
て
み
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

韓
国
が
北
朝
鮮
を
援
助
す
る
の
は
、

北
朝
鮮
の
軍
事
的
脅
威
が
あ
れ
ば
こ

そ
で
あ
る
。
し
か
し
、
援
助
が
成
功

す
る
た
め
に
は
、
軍
事
的
脅
威
が
現

実
の
も
の
に
な
ら
な
い
保
証
が
必
要

で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
を
解
決
す
る
の

は
独
裁
者
・
金
正
日
の
役
割
だ
。

北
朝
鮮
の
飢
餓
が
、
金
正
日
の
政

権
基
盤
を
強
化
し
て
い
る
と
い
う
皮

肉
な
側
面
も
あ
る
。
食
糧
が
貴
重
で

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
れ
を
狼
占
的

に
統
制
し
て
い
る
政
府
の
権
力
は
絶

対
と
な
る
。
配
給
制
度
、
収
容
所
、

成
分
に
よ
る
分
割
統
治
。
何
重
に
も

張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
網
に
よ
っ
て
、

人
び
と
は
が
ん
じ
が
ら
め
に
な
っ
て

い
る
。こ

う
し
た
事
情
を
検
討
し
て
、
ア

メ
リ
カ
は
、
金
正
日
政
権

は
当
面
崩
壊
し
な
い
と
考

え
た
。
そ
し
て
、
金
正
日

政
権
と
の
交
渉
で
、
朝
鮮

半
島
情
勢
を
安
定
さ
せ
る

こ
と
に
し
た
。
中
国
も
、

金
正
日
政
権
が
崩
壊
し
て

は
困
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
こ
で
、
食
糧
な
ど
の
物

資
を
、
ぎ
り
ぎ
り
崩
壊
し

な
い
程
度
に
は
届
け
て
い

る
。
立
場
は
異
な
る
が
、

北
朝
鮮
の
戦
争
は
困
る
と

い
う
、
両
国
の
思
惑
は
一

致
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
が
戦
争
を
避

け
た
い
の
は
、
北
朝
鮮
が
核
を
保
有

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。

、
通
常
戦
力
も
あ
な
ど
り
が
た
く
、
韓

国
は
大
き
な
被
害
を
受
け
る
だ
ろ
う
。

戦
争
は
北
朝
鮮
に
と
っ
て
も
自
滅
行

為
で
、
長
期
戦
は
持
ち
こ
た
え
ら
れ

な
い
。
か
つ
て
日
本
が
無
条
件
降
服

し
て
連
合
軍
に
占
領
さ
れ
た
み
た
い

に
、
保
障
占
領
さ
れ
、
人
民
軍
は
解

体
、
占
領
軍
の
統
治
下
に
お
か
れ
る

こ
と
に
な
る
。
朝
鮮
半
島
に
対
す
る

影
響
力
を
失
う
こ
と
は
、
中
国
に
と

っ
て
面
白
く
な
い
シ
ナ
リ
オ
だ
。
戦

争
を
せ
ず
人
民
軍
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
独
裁
者
の
金
正
日
以

外
に
い
な
い
の
だ
。

日
本
が
取
り
組
む
べ
き
は

在
日
コ
リ
ア
ン
の
問
題

そ
れ
で
は
、
戦
争
み
-
し
な
い
こ
と

と
ひ
き
か
え
に
、
北
朝
鮮
は
な
に
を

求
め
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
現
体

制
(
国
体
)
の
維
持
だ
ろ
う
。
国
際

社
会
は
、
そ
れ
を
保
証
し
て
や
り
な

が
ら
、
少
し
ず
つ
北
朝
鮮
の
改
革
を

う
な
が
す
。
北
朝
鮮
も
、
永
遠
に
現

状
を
維
持
で
き
な
い
こ
と
は
わ
か
っ

て
い
る
。
現
体
制
の
維
持
と
圏
内
の

改
革
を
両
立
さ
せ
る
に
は
、
時
間
を

か
け
る
し
か
な
い
。
金
正
日
の
メ
ン

ツ
を
保
つ
こ
と
も
必
要
に
な
る
。

日
本
は
こ
う
し
た
朝
鮮
半
島
の
力

学
を
よ
く
理
解
し
、
国
益
を
考
え
て

政
策
の
優
先
順
位
を
は
っ
き
り
認
識

す
る
べ
き
だ
。
北
朝
鮮
に
人
道
援
助

を
と
か
、
国
交
交
渉
を
と
か
い
ろ
議

論
が
よ
く
あ
る
が
、
日
本
単
独
で
は

何
も
で
き
な
い
し
、
す
べ
き
で
も
な

、ぃ
。
ア
メ
リ
カ
政
府
の
方
針
で
あ
る

ペ
リ
l
・
レ
ヴ
ュ
I
(ペ
リ
1
元
国

防
長
官
に
よ
る
政
策
塾
口
)
に
も
あ

る
よ
う
に
、
米
・
日

・
韓
が
結
束
し

足
並
み
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
絶
対
に

必
要
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国

と
し
て
の
責
任
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
、
私
の
本

に
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
書
い
た
。

情
報
と
し
て
は
目
新
し
い
内
容
で
は

な
い
が
、
日
本
の
多
く
の
読
者
に
、

こ
の
問
題
を
も
っ
と
身
近
な
、
自
分

の
問
題
と
し
て
考
え
て
も
ら
い
た
か

っ
た
か
ら
だ
。

北
朝
鮮
の
話
に
な
る
と
、
「
彼
ら

は
」
式
の
言
い
方
に
す
ぐ
な
る
。
で

も
私
は
、
北
朝
鮮
は
日
本
人
に
と
っ

て
「
長
い
あ
い
だ
逗
絡
が
と
れ
な
か

っ
た
腹
違
い
の
き
ょ
う
だ
い
」
だ
と

言
い
た
い
。
朝
鮮
半
島
の
人
び
と
は

日
本
の
敗
戦
を
境
に
、
新
し
い
道
を

歩
み
出
し
た
。
北
朝
鮮
に
は
、
日
本

か
ら
帰
還
し
た
人
び
と
や
、
日
本
人

妻
も
渡
っ
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
の

「
戦
後
日
本
」
が
そ
こ
に
あ
る
。
隣 舎の北朝鮮には民間活力は証いに等しい.

国
だ
が
遠
い
国
の
話
、
で
は
な
く
、

も
う
ひ
と
り
の
自
分
の
話
、
と
考
え

ら
れ
れ
ば
、
ポ
ス
ト
冷
戦
の
ア
ジ
ア

と
日
本
の
将
来
が
見
え
て
く
る
。

南
北
会
談
が
実
現
し
て
、
好
余
曲

折
は
予
想
さ
れ
る
も
の
の
、
や
が
て

間
違
い
な
く
人
口

7
0
0
0
万
の

「
統
一
コ
リ
ア
」
が
出
現
す
る
で
あ

る
主
泡
筋
が
み
え
て
き
た
。
統
一
コ

リ
ア
が
成
立
す
れ
ば
、
日
本
と
日
韓

基
本
条
約
な
ら
ぬ
新
し
い
基
本
条
約

を
結
ぴ
直
す
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。
そ
の
と
き
に
、
わ
れ
わ
れ
の

同
胞
を
あ
な
た
の
国
は
ど
う
扱
っ
て

き
た
の
か
と
、
改
め
て
在
日
韓
国
人

・
朝
鮮
人
の
こ
と
が
問
題
に
な
る
。

戦
後
日
本
は
こ
の
問
題
に
正
面
か
ら

向
き
合
わ
ず
、
差
別
や
人
権
問
題
を

放
置
し
て
き
た
。
そ
の
と
き
言
わ
れ

た
の
で
は
遅
い
。
日
本
が
い
ま
で
き

る
こ
と
は
、
統
一
コ
リ
ア
の
在
日
公

民
と
し
て
、
こ
の
問
題
を
受
け
止
め
、

こ
の
際
、
在
日
外
国
人
の
公
民
権
を

認
め
る
法
律
を
つ
く
る
こ
と
だ
。

外
国
の
市
民
が
、
日
本
社
会
の
構

成
員
と
し
て
、
公
民
権
を
も
っ
。
納

税
そ
の
ほ
か
の
義
務
を
果
た
す
と
と

も
に
権
利
を
も
っ
。
統
一
コ
リ
ア
は

歴
史
や
地
政
学
か
ら
言
え
ば
、
中
国

と
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
民
主
主
義
の
価
値
観
や
自

由
経
済
の
仕
組
み
な
ど
、
社
会
制
度

の
函
で
は
日
本
と
の
つ
な
が
り
が
強

い
は
ず
。
統
一
コ
リ
ア
と
共
通
の
価

値
観
を
わ
か
ち
あ
え
る
よ
う
、
日
本

で
も
そ
の
た
め
の
準
備
を
い
ま
始
め

る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
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の
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橋
爪
大
三
郎

ベ
ケ
ッ
ト
『
ゴ
ド
l
を
待
ち
な
が
ら
」
(
安
堂
信
也
・
高
橋
康
也
訳
白
水
社
)

共
同
訳
聖
書
実
行
委
員
会
「
新
約
聖
書
」
(
講
談
社
学
術
文
庫
)

『
ゴ
ド
ー
を
待
ち
な
が
ら
』
は
、
戯
曲
で
あ
る
。

話
は
単
純
。

「
不
条
理
演
劇
」

の
代
表
作
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
読
ん
で
み
れ
ば
、

舞
台
で
、

ホ
ー
ム
レ
ス
の
二
人
が
、

や
が
て
や
っ
て
来
る
と
い
う

「
ゴ
ド

l
」
な
る
人
物
を
待
っ
て
い
る
。
待
っ
て
も
待
っ
て
も
、

彼
は
や
っ
て
来
な
い
。

舞
台
の
二
人
は

退
屈
し
、

観
客
も
退
屈
す
る
。

お
し
ま
い
、

で
あ
る
。

こ
ん
な
も
の
が
い
っ
た
い
演
劇
な
の
か
、

「
前
衛
」
劇
が
上
演
さ
れ
る
と
聞
け
ば
出
か
け
て
い
き
、

と
疑
問
に
思
う
か
も
し
れ
な
い
。

わ
け
の
わ
か
ら
な
い

深
刻
な
顔
つ
き
で
何
か

理
解
し
て
い
る
ふ
り
を
し
、

こ
の
よ
う
に
難
解
な
演
劇
を
理
解
で
き
る
自
分
が
い
か
に
高
級
な
人
聞
か
、
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周
囲
に
肘
聡
い
て
歩
く
手
合
い
が
よ
く
い
る
。
彼
ら
も
じ
つ
は
、
な
に
も
わ
か
っ
て
い
な
い
。
彼
ら
の
こ

と
は
、
無
視
し
よ
う
。
彼
ら
が
な
ん
と
言
お
う
と
こ
の
芝
居
は
、
あ
ま
り
に
も
か
ら

つ
ぼ
で
あ
る
。

だ
れ

と
は
言
え
、
こ
の
作
品
は
、
な
ぜ
か
私
の
心
に
残
っ
た
。
そ
れ
は
、
誰
か
ら
も
見
放
さ
れ
た
絶
望
的
な

状
況
の
な
か
で
、
か
え
っ
て
猛
然
と
湧
き
上
が
っ
て
く
る
強
烈
な
ユ
ー
モ
ア
感
覚
の
せ
い
だ
。
私
は
、
作

者
の
サ
ミ
ユ
エ
ル
・
ベ
ケ

ッ
ト
に
興
味
を
も
っ
て
、
彼
の
書
い
た
小
説
を
つ
ぎ
つ
ぎ
読
ん
で
み
た
。
『
モ

ロ
イ
』
『
マ
ロ
ウ
ン
は
死
ぬ
』
『
事
の
次
第
』
:
:
:
。
な
か
で
も
私
が
い
ち
ば
ん
気
に
入
っ
た
の
は
、
初
期

の
小
説
『
ワ
ッ
ト
』
。
あ
ま
り
面
白
い
の
で
、
英
語
版
の
『
者
〉
寸
吋
』
も
買
い
求
め
、
退
屈
す
る
と
ペ

ー

ジ

を

繰

っ

て

は

笑

い

こ

ろ

げ

た

。

な

ぞ

『
ワ
ッ
ト
』
も
ま
た
、
奇
妙
な
小
説
だ
。
青
年
ワ
ッ
ト
は
、
も
と
も
と
精
神
が
正
常
で
な
か
っ
た
が
、
謎

の
ノ
ッ
ト
氏
の
屋
敷
に
住
み
込
ん
で
従
僕
と
し
て
仕
え
た
た
め
、
つ
い
に
精
神
の
安
定
を
失
っ
て
、
精
神

病
院
に
収
容
き
れ
て
し
ま
う
。
彼
の
き
れ
ぎ
れ
の
う
わ
ご
と
を
、
閉
じ
く
患
者
の
サ
ム
が
気
ま
ぐ
れ
に
書

き
と
め
た
記
録
が
こ
の
小
説
、
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

ジ
ェ

l
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
の
流
れ
を
前
む
ベ
ケ
ッ
ト
は
、
言
葉
あ
そ
び
を
多
用
す
る
。
た
と
え
ば
、
ワ

ッ
ト
が
自
分
の
名
前
を
言
う
と
「
ア
イ
・
ア
ム

・
ワ

ッ
ト
」
、
私
は
何
者
?
に
な
っ
て
し
ま
う
。
マ

ロ

ウ
ン
の
場
合
は
「
ア
イ
・
マ
ロ
ウ
ン
」
、
私
は
孤
独
、
と
い
う
具
合
だ
。

き
て
、
『
ゴ
ド

l
を
待
ち
な
が
ら
』
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
こ
と
に
、
そ
の
あ
と
気
が

『二十一世紀に希望を持つための読書案内』
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つ
い
た
。
再
臨
を
約
束
し
て
昇
天
し
た
ま
ま
、
イ
エ
ス
・
守
リ
ス
ト
は
ま
だ
現
れ
な
い
。
人
び
と
は
、
二

千
年
近
く
も
待
ち
ぼ
う
け
を
食
わ
さ
れ
て
い
る
。
西
洋
文
明
は
、
そ
の
暇
に
ま
か
せ
て
仕
方
な
し
に
繰
り

広
げ
た
、
ナ
ン
セ
ン
ス
な
舞
台
な
の
で
は
な
い
の
か
。

「
不
条
理
(
H
不
合
理
)
」
も
、
も
と
も
と
キ
リ
ス
ト
教
と
不
可
分
の
言
葉
だ
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は

三
位
一
体
説
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
、
「
不
合
理
ゆ
え
に
わ
れ
信
ず
」
と
し
め
く
く
っ
た
。
合
理
的
に
考

え
た
の
で
は
、
と
て
も
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
で
も
神
が
い
る
の
な
ら
、
神
の
あ
り
方
は

不
合
理
で
も
、
こ
の
世
界
に
つ
い
て
は
合
理
的
に
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
近
代
に
な
っ
て
、
神
は
ど
う

や
ら
い
な
い
ら
し
い
と
い
う
話
に
な
っ
た
(
神
の
死
)
。
そ
れ
だ
と
、
神
で
は
な
く
、
こ
の
世
界
の
存
在

そ
の
も
の
が
不
合
理
だ
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
人
間
は
、
孤
独
に
ほ
う
り
出
さ
れ
た
「
実

存
」
だ
。
不
条
理
演
劇
は
、
こ
う
し
た
近
代
の
あ
り
方
を
象
徴
す
る
。

だ
か
れ
り
、
親
の
保
護
を
離
れ
、
一
人
の
人
間
と
し
て
孤
独
に
生
き
は
じ
め
る
若
い
人
び
と
が
、
不
条
理

演
劇
に
惹
か
れ
た
と
し
て
も
当
然
な
の
だ
。

と
こ
ろ
で
『
聖
書
』
は
、
日
本
聖
書
協
会
内
訳
が
定
番
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
わ
か
り
に
く

い
こ
と
お
び
た
だ
し
い
。
注
や
説
明
も
な
く
て
、
不
親
切
で
あ
る
。
欧
米
で
は
数
え
き
れ
な
い
種
類
の
訳

が
あ
り
、
注
の
つ
い
た
ぶ
厚
い
版
も
書
居
に
並
ん
で
い
る
。
講
談
社
学
術
文
庫
の
共
同
訳
は
、
こ
の
点
、

手
軽
に
買
え
て
親
切
に
出
来
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
基
本
的
な
考
え
方
を
知
る
の
に
、
便
利
な
一
冊
と
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言
口
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
十
年
ほ
ど
大
学
で
、
「
宗
教
社
会
学
」
を
講
義
し
て
い
る
。
日
本
の
学
生
は
、
宗
教
に
つ
い
て
驚

く
ほ
ど
何
も
知
ら
な
い
。
「
は
ま
る
と
怖
い
」
な
ど
と
、
偏
見
も
持
っ
て
い
る
。

ユ
ダ
ヤ
教
の
神
ヤ

l
ウ

エ
日
キ
リ
ス
ト
教
の
父
な
る
神
H
イ
ス
ラ
ム
教
の
神
ア
ラ

l
、
す
な
わ
ち
こ
の
三
つ
の
宗
教
は
同
一
の
神

を
信
じ
て
い
る
の
で
す
よ
、
と
教
え
る
と
び
っ
く
り
す
る
。
人
間
は
死
ん
で
も
仏
に
な
れ
ま
せ
ん
よ
、
と

教
え
る
と
ま
た
び
っ
く
り
す
る
。
こ
れ
で
は
、
話
に
な
ら
な
い
。
西
欧
文
明
の
前
提
で
あ
る
、
キ
リ
ス
ト

教
の
な
か
み
を
説
明
し
、
ユ
ダ
ヤ
教
や
イ
ス
ラ
ム
教
に
つ
い
て
も
説
明
し
、
仏
教
や
儒
教
や
、
そ
の
ほ
か

の
宗
教
に
つ
い
て
も
説
明
す
る
『
比
較
宗
教
社
会
学
」
と
い
う
本
を
、
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

神がいぬ間の退屈しのぎ

(
は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ
う

社
会
学
)

197 神がいぬ聞の退屈しのぎ
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ミ
ユ
ニ
テ
ィ
が
、
魅
力
あ
る
も
の
と
し
て
再
組
織
さ
れ
る

必
要
が
高
ま
る
。

仕
事
も
余
暇
も
固
定
化
せ
ず

生
活
を
自
由
に
設
計
す
る
時
代
に

二
一
世
紀
に
お
い
て
も
、
都
市
と
い
う
形
態
が
な
く
な

る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
都
市
的
機
能
は
ま

す
ま
す
強
ま
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

環
境
へ
の
影
響
を
考
、
え
れ
ば
、
人
聞
が
自
然
の
な
か
に

分
散
し
て
住
む
よ
り
も
、
人
工
的
な
空
間
に
人
聞
が
集
中

し
て
住
む
ほ
う
が
合
理
的
で
あ
る
。
人
は
資
源
を
採
取

し
、
廃
棄
物
を
出
し
、
自
然
に
負
荷
を
か
け
る
存
在
だ
か

ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
あ
ま
り
に
人
工
的
な
空
間
は
人
間
に
副
作
用

を
及
ぽ
す
。
閉
ざ
き
れ
た
空
間
か
ら
逃
れ
、
別
の
場
所
に

行
き
た
い
と
い
う
欲
求
が
高
ま
る
。
都
市
は
、
そ
の
よ
う

な
二
律
背
反
を
抱
、
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
都
市
の
主
た
る
機
能
と
は
、
そ
こ
に
住
む

人
々
の
職
業
や
経
済
活
動
を
中
心
と
す
る
相
五
依
存
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
都
市
と
は

「
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
、
短
時
間
に
効
率
よ
く
実
現
す
る
場
所
」

と
い
え
よ
う
。
今
後
は
、
そ
の
都
市
の
日
常
の
な
か
に
、

従
来
の
都
市
で
は
得
ら
れ
な
い
タ
イ
プ
の
人
間
や
環
境

を
、
い
か
に
し
て
織
り
込
む
か
が
重
要
な
課
題
と
な
る
だ

ろ、つ。農
村
部
に
お
い
て
は
、
一
つ
の
セ
ン
タ
ー
に
人
聞
が
集

約
し
て
農
業
が
大
規
模
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
村
の
小

都
市
化
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
都
市
部
に
お

い
て
は
小
都
市
と
大
都
市
の
差
が
小
さ
く
な
り
、
人
口
の

分
散
が
進
む
可
能
性
も
あ
る
。
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ニ
一
世
紀
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は

移
動
性
・
流
動
型
が
前
提
と
な
る

人
類
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
社
会
の
形
態
に
は
三
つ

の
段
階
が
存
在
し
た
。

第
一
の
段
階
は
「
狩
猟
採
集
社
ム
主
で
あ
る
。
自
然
の

生
産
性
や
利
用
率
が
低
い
た
め
、
こ
の
時
期
の
人
間
は
定

住
せ
ず
、
獣
や
木
の
実
な
ど
を
求
め
て
移
動
生
活
を
し
て

し
た第

二
の
段
階
は
「
農
耕
社
会
」
で
あ
る
。
農
業
を
行
な

う
た
め
に
は
栽
培
植
物
を
育
て
る
場
所
が
必
要
と
な
る

が
、
そ
の
場
所
は
日
照
時
間
や
水
利
な
ど
の
点
で
二
疋
の

条
件
を
満
た
し
て
い
な
け
いれ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
農

耕
に
適
し
た
土
地
に
人
聞
が
ま
と
ま
っ
て
住
む
よ
う
に
な

る
。
こ
れ
が
農
村
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
農
業
の
発
達
と

と
も
に
、
商
業
そ
の
他
に
従
事
す
る
都
市
生
活
者
も
誕
生

す
る
が
、
人
口
の
比
率
で
い
え
ば
、
ま
だ
農
村
が
グ
王
。

で
都
市
が
H

従
0

・
の
状
況
で
あ
る
。

第
三
段
階
の
「
産
業
社
会
」
に
な
る
と
、
二
次
産
業
・

三
次
産
業
で
働
く
人
聞
が
激
増
す
る
。
二
次
産
業
と
い
う

の
は
、
原
材
料
が
採
取
さ
れ
る
場
所
や
、
ア
ク
セ
ス
が
よ

く
輸
送
に
便
利
な
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は
消
費
地
の
近
く
な

ど
に
立
地
す
る
。
つ
ま
り
、
農
地
と
は
無
関
係
な
論
理
に

よ
っ
て
都
市
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
都
市
は
大
き
な
人

口
吸
引
力
を
も
ち
、
さ
ら
に
多
く
の
職
場
を
発
生
さ
せ

る
。
そ
の
結
果
、
農
村
人
口
は
減
少
の
一
途
を
辿
り
、
先

進
国
で
は
い
ま
や
全
人
口
の
数
%
に
ま
で
落
ち
て
い
る
。

で
は
、
二
一
世
紀
の
ポ
ス
ト
産
業
社
会
、
ポ
ス
ト
工
業

社
会
に
お
い
て
、
都
市
と
農
村
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
変

化
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
あ
る
。

ト

1
4
3
1
J

す
る
と
、
ど
ん
な
に
田
舎
で
あ
っ
て
も
都
市
的
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
、
ど
ん
な
に
都
会
で
あ
っ
て
も
農
村
的

自
然
に
親
し
め
る
よ
う
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
都
市
機

能
と
農
村
機
能
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
組
合
せ
が
起
こ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
二
一
世
紀
に
は
、
そ
の
よ
う
な
生
活

が
理
想
と
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
伴
っ
て
、
都
市
生
活
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は

今
後
、
労
働
と
余
暇
の
境
目
が
殴
味
に
な
っ
て
い
く
で
あ

ろ
う
。
各
種
サ
ー
ビ
ス
業
の
二
四
時
間
化
と
と
も
に
、
働

く
時
間
も
曜
日
も
自
由
に
な
る
。
三
年
働
い
て
一
年
休
む

と
い
う
よ
う
な
働
き
方
も
出
て
く
る
。
つ
ま
り
、
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
、
あ
る
い
は
フ
レ
ッ
ク
ス
ラ
イ
フ
タ
イ
ム
と

い
う
現
象
が
進
行
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
農
村
の
都
市
化
が
進
み
、
都
市
生
活
者
も
非
都

市
生
活
者
も
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
差
は
な
く
な

っ
て
い

く
も
の
と
考
、
子
句
れ
る
。
先
端
的
な
職
業
に
就
く
人
々
の

な
か
に
は
、
都
市
と
農
村
の
両
方
に
拠
点
を
も
っ
て
、
そ

れ
ら
を
移
動
す
る
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
出
て
く
る

だ
ろ
う
。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
今
後
は
「
移

動
性
」
が
高
ま
る
と
考
、
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
子
ど
も

の
こ
ろ
は
自
然
豊
か
な
環
境
に
育
ち
、
大
学
時
代
は
親
元

を
離
れ
て
好
き
な
場
所
に
住
み
、
働
く
年
代
に
な
る
と
職

場
の
あ
る
大
都
市
留
で
生
活
し
、
リ
タ
イ
ア
し
て
か
ら
は

非
都
市
圏
に
引
っ
越
す
。
終
末
医
療
を
必
要
と
す
る
時
期

に
な
れ
ば
、
ま
た
病
院
の
あ
る
都
市
箇
に
移
る
可
能
性
も

あ
る
。つ

ま
り
、
「
流
動
型
」
と
い
う
こ
と
が
人
生
の
過
ご
し

方
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
人
は
仕
事
も
余
暇

も
、
住
む
場
所
さ
、
え
も
固
定
す
る
こ
と
な
く
、
生
活
を
自

由
に
設
計
す
る
の
で
あ
る
。

11 

そ
の
一
つ
は
「
情
報
」
で
あ
る
。
従
来
型
の
メ
デ
ィ
ア

は
活
字
や
地
上
波
を
そ
の
伝
達
手
段
と
し
て
い
る
た
め
、

印
刷
所
や
テ
レ
ビ
局
の
あ
る
大
都
市
に
情
報
が
集
積
し
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
、
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
っ
た

通
信
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
。
中
心
。
と
い
う
も
の
が
存

在
せ
ず
、
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
し
や
す
さ
と
い
う
点
で

は
都
市
も
農
村
も
変
わ
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
情
報
に
関

し
て
は
、
都
市
と
農
村
の
格
差
が
な
く
な

っ
て
い
く
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
物
流
」
で
あ
る
。
情
報
が

発
達
す
れ
ば
、
物
流
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
、
生
産
地

か
ら
消
費
地
へ
直
接
届
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
地
価

の
吉
岡
い
都
市
部
を
中
継
地
に
す
る
よ
り
も
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
化
さ
れ
た
物
流
シ
ス
テ
ム
に
乗
せ
て
直
接
配
送
す
る
ほ

う
が
、
は
る
か
に
合
理
的
で
あ
る
。

す
る
と
今
後
、
都
市
の
集
積
度
は
下
が
っ
て
い
く
可
能

性
が
あ
る
。
都
市
と
農
村
の
関
係
が
変
化
す
れ
ば
、
わ
れ

わ
れ
の
生
活
も
そ
の
影
響
を
受
け
る
だ
ろ
う
。
現
状
の
都

市
は
人
聞
が
集
積
し
す
ぎ
て
お
り
、
互
い
へ
の
関
心
が
薄

れ
る
一
方
で
、
本
当
に
会
い
た
い
人
間
と
の
出
会
い
は
む

ず
か
し
い
。

そ
こ
で
、
都
市
の
集
積
効
果
に
よ
る
利
点
は
享
受
し
な

が
ら
も
、
「
自
然
の
豊
か
な
農
村
や
田
園
地
帯
に
、
と
き

ど
き
は
住
ん
で
み
た
い
」
と
い
う
欲
求
が
高
ま
っ
て
い
く

と
恩
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
は
「
移
動
性
」
「
流
動
型
」
を
前
提
と
し
た
も
の
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

「
移
動
性
」
「
流
動
型
」
が
高
ま
る
と
い
う
こ
と
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
選
択
の
対
象
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

つ
ま
り
、
そ
の
場
所
に
住
み
た
い
人
だ
け
が
集
ま
っ
て
く

る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
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し
か
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
帰

属
意
識
が
希
薄
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
人
が

住
む
場
所
を
選
択
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
住
み

た
い
人
だ
け
が
集
ま
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
選

択
の
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
に
は
新
し
い

帰
属
意
識
が
生
ま
れ
る
。
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
、
そ
の

土
地
の
特
徴
を
核
と
し
て
、
個
性
的
に
自
己
主
張
す
る
よ

う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
街
づ
く
り
と
い
う
貌
点
か
ら
い
え
ば
、
街
は

自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
明
確
に
も
つ
必
要
が
出
て

く
る
。
近
年
、
地
、一域
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
高
め
る
こ
と
に
カ

が
注
が
れ
て
い
る
が
、
今
後
は
さ
ら
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ

を
創
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
は
自
然
環
境
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
歴
史
や
伝

統
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
何
も
な

い
平
凡
な
街
で
あ
っ
て
も
、
ア
イ
デ
ア
さ
え
あ
れ
ば
プ
ラ

ス
ア
ル
フ
ァ
を
生
み
出
せ
る
。
た
と
、
え
ば
戦
前
の
漫
画
を

残
ら
ず
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
開
架
展
示
す
る
な
ど
、
ほ
か

の
街
が
や
っ
て
い
な
い
こ
と
に
取
り
組
み
、
そ
れ
を
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
育
て
る
の
で
あ
る
。

農
村
社
会
構
造
を
基
本
に
し
た

「
ハ
レ
」
型
レ
ジ
ャ
ー
は
衰
退
す
る

わ
が
国
の
レ
ジ
ャ
ー
産
業
は
、
い
ま
だ
未
発
達
な
段
階

に
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
い
ま
だ
に
農
村
社
会
を

基
本
に
し
た
構
造
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

農
村
に
は
農
繁
期
と
農
閑
期
が
あ
り
、
農
関
期
に
な
る

と
人
々
は
「
ハ
レ
」
を
求
め
て
レ
ジ
ャ
ー
に
出
か
け
、
湯

治
を
し
た
り
、
高
級
な
料
理
を
食
べ
た
り
、
日
常
と
か
け

離
れ
た
行
動
を
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
多
額
な
費
用
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が
か
か
り
、
長
期
滞
在
は
で
き
な
い
。
こ
れ
が
今
日
ま
で

の
日
本
の
レ
ジ
ャ
ー
の
特
徴
と
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
現
代
の
都
市
生
活
者
に
と
っ
て
、
も
は
や
。
っ

く
り
も
の
の
非
日
常
。
に
魅
力
は
な
い
。
住
宅
が
近
代
化

し
た
こ
と
に
よ
り
、
快
適
な
施
設
と
し
て
の
ホ
テ
ル
の
魅

力
も
薄
れ
て
き
て
い
る
。
従
来
型
の
レ
ジ
ャ
ー
の
考
え
方

を
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。

ま
ず
、
コ
ス
ト
を
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
従
業
員
を
減
ら
し
、
従
来
の
過
剰
サ
ー
ビ
ス
を
な

く
す
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。
食
事
は
客
に
自
分
で
つ
く
っ

て
も
ら
い
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
地
元
の
底
を
利
用
し
て
も

ら
う
。
そ
の
代
わ
り
、
滞
在
中
に
も
仕
事
が
不
自
由
な
く

で
き
る
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
な
ど
の
環
境
を

整
え
る
。
「
も
う
一
つ
の
住
居
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、

長
期
滞
在
型
の
施
設
づ
く
り
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

7
9
。そ

の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
で
は
、
従
業
員
と
客

の
関
係
も
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
従
業
員
と
そ
れ
を
受
け
る
客
と
い
う
関
係
か

ら
、
対
等
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
と
い
う
関
係
に

変
わ
っ
て
い
く
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

ま
た
、
か
つ
て
の
繁
華
街
に
は
映
函
館
や
ゲ
ー
ム
セ

ン

タ
ー
な
ど
、
そ
こ
で
し
か
享
受
で
き
な
い
娯
楽
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
。
し
か
し
最
近
で
は
、
繁
華
街
の
縮
設
で
享
受

す
る
サ
ー
ビ
ス
型
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
一
般
家
庭

で
個
人
が
楽
し
む
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
の
問
に
、

た
い
し
た
差
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
と
な
る
と
、
消
費
者
と

し
て
は
コ
ス
ト
を
節
約
し
て
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
に
時

間
と
お
金
を
使
い
た
い
と
考
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
レ
ジ
ャ
ー
産
業
は
、
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
よ
り
も
。
場
所
の
提
供
8

が
主
た
る
機
能
に

J)<手/プ
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な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
カ
ラ
オ
ケ

ボ
ッ
ク
ス
に
し
て
も
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
し
て
も
、
客
が

勝
手
に
遊
ん
で
い
る
と
い
う
点
で
、
従
来
型
の
レ
ジ
ャ
ー

と
は
違
う
方
向
性
を
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

新
・
レ
ジ
ャ
ー
産
業
の
方
向
と
し
て

「
パ
ッ
ク
ビ
ジ
ネ
ス
」

に
注
目

消
費
者
の
節
約
志
向
を
別
の
形
で
実
現
し
た
も
の
と
し

て
、
郊
外
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

l
ル
が
あ
る
。
こ
こ
で
節

約
さ
れ
て
い
る
の
は
。
時
問
。
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
機
能

が
揃
っ
て
い
る
た
め
、
用
事
を
一
度
に
済
ま
・
せ
る
こ
と
が

で
き
、
し
か
も
家
族
が
一
緒
に
行
動
で
き
る
。
食
事
も
フ

ー
ド
コ

l
ト
で
と
る
の
で
あ
れ
ば
、
好
み
が
バ
ラ
バ
ラ
で

も
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
食
べ
ら
れ
る
。
客
の
選
択
の
自
由
を

拘
束
し
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
と
は
、
客
に
ア
ラ
カ
ル
ト
と
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
保
証
す

る
施
設
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、
同
じ
よ
う
に
複
数
の
レ
ジ
ャ
ー
が
揃
っ
て
い
る

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
の
可
能
性
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。
買
い
物
と
い
う
の
は
モ
ノ
を
手
に
入
れ
る
行
為

で
あ
る
た
め
、
基
本
的
に
は
自
宅
で
は
で
き
な
い
。
だ
か

ら
こ
そ
、
時
間
を
節
約
し
よ
う
と
す
る
人
に
と
っ
て
は
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
|
ル
が
有
効
で
あ
る
。
し
か
し
、
レ
ジ
ャ

ー
も
情
報
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
時
聞
の
節
約
を
考
え
て
わ

ざ
わ
ざ
出
か
け
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
レ
ジ
ャ
ー
産
業
は
、
派
手

な
看
板
と
過
剰
な
サ
ー
ビ
ス
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
で
は
な

く
、
逆
に
サ
ー
ビ
ス
を
簡
略
化
し
、
自
宅
と
変
わ
ら
な
い

環
境
を
消
費
者
に
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ

‘
勺
J

。

あらゆる面でシステムが行き詰まって

いる。教育はその象徴だ。会社や

組織ではなく、フ.ロフエッションに対す

る忠誠心を優先し生きよ。
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11 

11 

注
目
す
べ
き
新
し
い
動
向
と
し
て
、
「
パ
ッ
ク
ビ
ジ
ネ

ス
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
企
業
が

消
費
者
か
ら
の
問
合
せ
や
苦
情
を
二
四
時
間
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
で
受
け
付
け
る
と
す
る
。
し
か
し
、
夜
中
に
オ
ペ
レ

ー
タ
を
常
駐
さ
せ
る
に
は
、
賃
金
コ
ス
ト
が
か
か
り
す
ぎ

る
。

68 

そ
こ
で
、
昼
夜
が
逆
に
な
る
地
球
の
裏
側
に
電
話
を
つ

な
ぎ
、
昼
間
の
賃
金
コ
ス
ト
で
夜
中
の
対
応
を
す
る
の
で

あ
る
。
通
信
料
が
安
い
こ
と
が
前
提
だ
が
、
実
際
に
ア
〆

リ
カ
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
、
イ
ン
ド
に
つ
な
い
で
い
る

例
が
多
い
。
つ
ま
り
、
イ
ン
ド
に
パ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
を
お

く
わ
け
で
あ
る
。

レ
ジ
ャ
ー
に
も
こ
の
考
え
方
を
応
用
す
れ
ば
、
パ

ッ
ク

ハ
ウ
ス
機
能
と
い
う
の
が
成
り
立
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
長
期
滞
在
を
す
る
場
合
に
、
日
常
的
な
家
庭
の
需
要

を
遠
隔
地
で
満
た
す
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
。

ま
た
、
パ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
と
い
う
の
も
考
え
ら
れ
る
。

過
疎
地
の
学
校
施
設
を
活
用
し
て
、
都
会
の
小
学
校
の
生

徒
が
ク
ラ
ス
ご
と
一
か
月
程
度
を
過
ご
す
の
で
あ
る
。
長

期
滞
在
に
な
る
た
め
コ
ス
ト
は
安
〈
、
生
徒
に
と
っ
て
も

魅
力
的
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
地
方
に
学
校
が
移
っ
て
き

て
人
が
ふ
え
れ
ば
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
も
ふ
え

る
。
こ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
み
れ
ば
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
時
間
を
考
慮
に
い
れ
で
も
年
間
七
、
八
校
と
契
約
で
き

る
。
日
常
と
密
着
し
た
レ

ジ
ャ
ー
で
あ
る
た
め
、
か
え
っ

て
満
足
度
は
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
二

O
世
紀
型
の
旧
来
の
レ
ジ
ャ
ー

産
業
は
今
後
、
し
だ
い
に
消
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
一
二
世
紀
を
迎
え
た
い
ま
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
局
面

に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
、
よ
り
。
日
常
性
の
強
い
。
新
た
な
レ

ジ
ャ
ー
産
業
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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